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1 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　12 月４日、新温泉町商工会浜坂本所で「しんおんせん産業フェア」が開催されました。今回
が初めての開催で、会場には「販売ブース」や「展示ブース」を設置。町内の 21 事業所が参加し、
来場者に商品の販売や事業内容の紹介を行いました。ミニ畳作成コーナーでは、職人から手ほど
きを受けながら、子どもから大人まで、畳づくりを体験していました。
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

ふ
る
さ
と
新
温
泉
町
の
未
来
へ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　“
つ
な
ぐ
”ま
ち
づ
く
り

町長　岡 本 英 樹

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
日
本
か

ら
３
年
連
続
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
者
が
選
ば

れ
る
と
い
う
偉
業
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
ほ
か
、

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
代
表
選
手
の
目
覚
し
い

活
躍
や
、
試
合
終
了
間
際
の
大
逆
転
な
ど
の

数
々
の
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
、
多
く
の
人
に
夢
と

感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
熊
本
地
震
や
鳥
取
県
中
部
地

震
な
ど
の
相
次
ぐ
地
震
、
台
風
の
影
響
に
よ
る

河
川
決
壊
や
土
砂
災
害
な
ど
、
国
民
の
安
全
・

安
心
を
脅
か
す
災
害
も
発
生
し
て
お
り
、
1
日

も
早
い
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
を
願
う
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、「
第
11
回
全
国
草

原
サ
ミ
ッ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
上
山
高
原
」

を
開
催
し
、
全
国
の
自
治
体
と
の
交
流
を
深
め

な
が
ら
、
本
町
の
貴
重
な
自
然
遺
産
で
あ
る
草

原
の
持
つ
公
益
的
な
役
割
や
価
値
に
つ
い
て
広

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、「
但
馬
牛
ま
つ

り
」
や
「
浜
坂
み
な
と
カ
ニ
祭
り
」
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
本
町
の
豊
か
な
「
食
」
を

存
分
に
ご
堪
能
い
た
だ
き
、
多
く
の
来
訪
者
と

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
心

の
こ
も
っ
た
最
高
の
お
も
て
な
し
に
よ
り
、
訪

れ
た
方
に
は
大
変
満
足
い
た
だ
い
て
お
り
、
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
町
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
り
、
皆
さ
ま
か
ら
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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ま
た
昨
年
は
、
合
併
後
の
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
を
示
し
た
第
１
次
新
温
泉
町
総
合

計
画
の
計
画
期
間
が
平
成
28
年
度
を
も
っ
て
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
度
を
初
年
度
と

す
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
総
合
的
指
針
と
し

て
、
第
２
次
新
温
泉
町
総
合
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
町
議
会
や
総
合

計
画
審
議
会
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見

や
ご
提
案
を
十
分
に
反
映
さ
せ
、
複
雑
・
多
様

化
す
る
地
域
課
題
に
適
切
に
対
応
で
き
る
計
画

づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
本
町

の
地
域
資
源
の
豊
か
さ
と
、
ま
ち
の
成
長
の
可

能
性
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
参
画
と
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

第
２
次
新
温
泉
町
総
合
計
画
で
は
、
ま
ち
の

将
来
像
を
『
海
・
山
・
温
泉　

人
が
輝
く　

夢

と
温
も
り
の
郷
―
ふ
る
さ
と
の
未
来
へ″
つ
な

ぐ
〟
ま
ち
づ
く
り
―
』
と
し
て
定
め
、今
後
も
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
り
、「
海
・
山
・

温
泉
」
な
ど
の
自
然
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
笑

顔
と
安
ら
ぎ
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
で
あ
り
続
け

る
た
め
に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
つ

な
が
り
や
産
業
、
地
域
、
未
来
へ
の
つ
な
が
り

を
深
め
、
ひ
と
・
ま
ち
が
さ
ら
に
調
和
の
と
れ

た
ま
ち
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
10
月
に
策
定
し
ま
し
た
新

温
泉
町
地
方
創
生
総
合
戦
略
を
第
２
次
新
温
泉

町
総
合
計
画
の
重
点
的
か
つ
戦
略
的
に
取
り
組

む
べ
き
「
重
点
戦
略
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
多

く
の
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
い
と
い
う
そ
の
思

い
に
十
分
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
雇
用
や
子

育
て
な
ど
の
環
境
づ
く
り
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
い

と
思
わ
れ
る
ふ
る
さ
と
の
魅
力
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
ず
っ
と
新
温
泉
町
で
暮
ら
す
人

（
定
住
者
）、
こ
れ
か
ら
新
温
泉
町
で
暮
ら
し
て

み
た
い
と
思
う
人
（
移
住
者
）
に
と
っ
て
も
、

ま
ち
に
は
い
つ
も
賑
わ
い
が
あ
り
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
夢
と

温
も
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

　

今
年
は
酉
（
と
り
）
年
。
酉
年
の″ 

酉 

〟
は
、

口
の
細
い
酒
つ
ぼ
を
描
い
た
も
の
で
、「
酒
」

に
関
す
る
字
に
用
い
ら
れ
、
収
穫
し
た
作
物
か

ら
酒
を
作
る
、ま
た
収
穫
で
き
る
状
態
で
あ
る
、

と
い
う
意
味
か
ら
「
実
る
」
と
い
う
意
味
も
あ

る
そ
う
で
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
明
る
い
未
来
に
向

か
っ
て
、こ
れ
ま
で
に
蒔
い
た
種
が
芽
を
出
し
、

大
き
く
育
っ
て
い
く
年
と
な
る
よ
う
、
力
を
注

い
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
よ
り
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
平
成
29
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
、
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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町政のうごきから

氏　　名 住　所 担当区域

浜　
　

坂　
　

地　
　

域

問端　俊作 浜坂 ( 京口１丁目）旭町、京口町、京口 1・2 丁目
下雅意　満 浜坂（東町２丁目）東町１～３丁目、泉町、栄町
赤松　秀治 浜坂（老松町） 老松町、新町、八幡町

古川　澄枝 浜坂（門蛇町）清水町、本町、中本町、寺町、
奥中町、門陀町、柱松町

中村　三芳 浜坂（秋葉台）緑町、南町、秋葉台
山崎　真理子 浜坂（地堂２丁目）上六軒町、地堂１・２丁目
西村　昌則 芦屋（宇都野町）宇都野町（5 ～ 12 隣保）

谷村　喜代志 芦屋（宇都野町）宇都野町（1 ～ 4、13 隣保）

加藤　福子 浜坂（戎崎町）小井津町、下本町、港筋町、
戎崎町、浜町、清富

福田　栄子 浜坂（浜岡町）元堀町、浜岡町
田中　芳秀 浜坂（御屋敷町） 御屋敷町、高見１～３丁目
松岡　勝子 芦屋 松原町、芦屋
橋本　哲次 和田 指杭、田井、赤崎、和田

小西　千代子 三尾 三尾
川岸　益夫 二日市 二日市、福富、戸田、三谷

砂連尾　幸恵 栃谷 若松町、栃谷、田君、七釜、後山（竹田）
杉本　久美江 新市 新市、古市、用土
竹内　得子 久谷 対田、久谷

大森　志津香 藤尾 高末、正法庵、辺地、藤尾
鎌田　美由紀 久斗山 境、久斗山
伊藤　明美 諸寄（静岡下ノ町）静岡上ノ町、静岡下ノ町、北町
道盛　久栄 諸寄（本町）吉田町、本町、下之町
橋本　敬一 釜屋 川中町、山根町、釜屋
西川　光治 諸寄（奥町）奥町

下田　喜代子 居組（寺町）向町、中島町、川町、本町
萬谷　嘉惠 居組（向町）仲町、浜町、往還町、寺町
西村　美幸 浜坂（中本町）主任児童委員（浜坂地域）
濱田　直子 対田 主任児童委員（浜坂地域）

氏　　名 住　所 担当区域

温　
　

泉　
　

地　
　

域

福井　緑 春来 春来
加藤　博 歌長 歌長、高山

田渕　誠一 湯 数久谷、湯（１分団）
池田　史晃 湯 湯（２分団）
中井　春己 湯 湯（３分団）
西村　義正 湯 湯（４分団）・細田
本夛　恵子 竹田 竹田（後山を除く）
河越　智子 井土 井土
中島　積栄 今岡 今岡金屋
川中　清美 熊谷 熊谷、伊角、桧尾
門村　和己 切畑 切畑、多子

長谷坂　博之 桐岡 桐岡、丹土
西澤　礼子 中辻 中辻
田中　幸子 塩山 塩山
村尾　雅子 飯野 飯野
井上　淳子 千原 あさひヶ丘、千原
井上　好子 鐘尾 鐘尾
大麻　一枝 千谷 千谷、宮脇
中野　久子 内山 内山、越坂
尾﨑　房子 海上 海上

中村　すえ子 前 石橋、前
仲島　實子 岸田 ( 田中）田中、岸田
馬場　惠子 岸田（青下）青下、霧滝
杉岡　淳子 丹土 主任児童委員（温泉地域）
堂坂　明美 井土 主任児童委員（温泉地域）

　地域の身近な相談相手

民生委員・児童委員を紹介します
平成28年12月１日、民生委員・児童委員の一斉改選に伴い、新たに次の方々が委員に決まりました。

新温泉町民生委員・児童委員の皆さんです（敬称略）　任期：平成28年12月１日～平成31年11月30日

―問合せ―
　健康福祉課　福祉係　　　　　℡82-5620
　温泉総合支所　地域振興課　　℡92-1131

辞令交付式に出席された委員の方々

　「民生委員」は民生委員法に基づき、担当区域内の高齢者の見守りや、
住民からの生活上の相談を受けたり、社会福祉制度のサービスの情報
を提供したり地域福祉の向上のために厚生労働大臣から委嘱されてい
て児童委員を兼ねています。また、児童福祉問題を専門に担当する「主
任児童委員」も設置されています。児童虐待など子どもが巻き込まれ
る事件が多発する中、その役割は重要になってきています。
　民生委員・児童委員は、常に地域の実情を把握し、地域住民の立場
に立って相談に応じます。子育てに関すること、高齢者の介護に関す
ること、健康・医療など、生活の中で気になっていることがありまし
たら、お気軽にご相談ください。また、福祉需要に応じた福祉サービ
スが得られるよう関係行政機関・施設・団体等に連絡し、必要な対応
を促すパイプ的な役割も務めてます。
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町政のうごきから
　ふるさと新温泉町を応援してください！

ふるさと納税制度のご案内

平成 27 年中寄付金の使途 金額（円）
自然環境の保全及び景観の維持、再生に関す
る事業 570,000 

子どもたちの健全育成及び健康増進に関
する事業 1,120,000 

但馬牛・松葉かに・ほたるイカ等地域特
産物品の振興に関する事業 550,000 

伝統文化の振興に関する事業 430,000 
　合　　　計　 2,670,000 

◆寄付の額
　１口５千円を基本として、何口でも受け付けます。
◆寄付金の使いみち
①自然環境の保全及び景観の維持、再生に関する事業
　⇒　ジオパーク館の管理運営ほか
②子どもたちの健全育成及び健康増進に関する事業
　⇒　図書館図書購入ほか
③但馬牛・松葉かに・ほたるイカ等地域特産物品の

振興に関する事業　⇒　優良牛確保ほか
④伝統文化の振興に関する事業
　⇒　町民文化祭運営支援ほか

　「ふるさと新温泉町」を応援したいという
思いを寄付金という形でお受けし、まちづく
りに参加いただきながら事業を実施できるよ
う「新温泉町ふるさとづくり基金（ふるさと
納税）」を設立しています。これまでから、新
温泉町出身の方をはじめ、多くのご協力をい
ただいています。今年度も引き続き、ご支援
をお待ちしています。

◆個人住民税と所得税の控除　
　寄付金のうち２千円を超える部分について、一定

の限度まで個人住民税と所得税から控除が受けら
れます。

◆寄付のお礼
　感謝の気持ちとして、『湯めぐりチケット（町内

５施設共通無料入浴券）』を進呈いたします。
▽対象施設
　七釜温泉ゆーらく館、ユートピア浜坂、
　浜坂海岸レクリエーションセンター松の湯、
　薬師湯、リフレッシュパークゆむら

上山高原のススキ（自然環境保全にも役立てられています）ー申込み・問合せー　総務課　管財係
　　　　　　　　　　℡（0796）82-3111　ＦＡＸ  （0796）82-3054　

◆基金の運用状況報告
　平成 27 年度の寄付金は、43 件 266 万 5 千円で
した。平成 27 年中 ( 平成 27 年 1 月～ 12 月 ) の寄
付金 267 万円については、寄付者のご意向を踏ま
えて平成 28 年度に次表のとおり活用させていただ
きます。（なお、平成 28 年 1 月～ 3 月の寄付金は、
平成 29 年度に活用させていただく予定です）

◆申込方法
①「寄付申込書（町ホームページよりダウンロード

可）」を郵送、ＦＡＸまたは電子メールで提出し
てください。

②寄付申込書を受付後、郵便局の「払込取扱票」等
の関係書類を郵送しますので、郵便局にて寄付を
行ってください。

寄　

付　

者

新
温
泉
町
役
場

【１】寄付申込書を提出

【３】「払込取扱票」で寄付金を納付

【２】郵便局「払込取扱票」を送付

【４】寄付受入書を送付

郵　便　局
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平
成
28
年
中
の
所
得
や
控
除
に
つ
い
て
申
告
が
必
要
な
方
は
早
め
に
準
備
し
ま

し
ょ
う
。

　

平
成
29
年
度
町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書
及
び
平
成
28
年
分
確
定
申

告
書
は
、
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
告
書

を
提
出
す
る
際
は
、
忘
れ
ず
に
記
載
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書
の
配
布
は
、
平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、

新
温
泉
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
18
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。
申
告
書
と
関
係
書

類
は
１
月
末
に
区
長
、
町
内
会
長
を
通
じ
て
世
帯
ご
と
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

申
告
書
の
提
出
期
限
は
３
月
15
日
（
水
）
で
す
。

▼
問
合
せ　

税
務
課　

課
税
係　

℡
82
‐
３
１
１
３

期　　間 2 月 16 日（木）～ 3 月 15 日（水）の平日

会　　場 浜坂多目的集会施設　／　町民センター

午前 午後

受付時間 午前 7 時 30 分～ 11 時 午前 11 時～午後 3 時

相談時間 午前 8 時 30 分～ 午後 1 時～

※土・日曜日は行いません。
※新温泉町に住民登録のない方は相談をお受けできません。

～ 

平
成
29
年
度
町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告 

～

申
告
期
間
は
２
月
16
日
（
木
）
～
３
月
15
日
（
水
）

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
記
載
が
必
要
！

■
申
告
書
の
提
出
が
必
要
な
方

▽
平
成
28
年
中
所
得
が
あ
っ
た
方
（
給

与
所
得
の
み
の
方
、
公
的
年
金
の
み

の
方
は
、
支
払
者
か
ら
支
払
報
告
が

町
へ
提
出
さ
れ
ま
す
の
で
申
告
は
不

要
で
す
。）

▽
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
加
入
の
世
帯
の
方
、
ま
た
は

加
入
見
込
み
の
方
（
対
象
の
方
は
必

ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。）

▽
２
か
所
以
上
か
ら
の
給
与
収
入
が
あ

る
方

▽
医
療
費
控
除
、
寄
付
金
控
除
な
ど
各

種
所
得
控
除
の
適
用
を
申
告
す
る
方

▽
年
末
調
整
や
公
的
年
金
に
届
出
し
た

内
容
に
変
更
が
あ
る
方

▽
障
害
者
控
除
、
寡
婦
控
除
、
勤
労

学
生
控
除
等
の
適
用
を
申
告
す
る
方

（
申
告
を
さ
れ
な
い
と
控
除
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。）

※
所
得
税
に
影
響
が
あ
る
方
は
確
定
申

告
が
必
要
で
す
。

※
収
入
が
な
い
方
で
も
、
28
年
中
の
所

得
に
つ
い
て
証
明
・
課
税
証
明
（
無

所
得
、
非
課
税
の
証
明
を
含
む
）
が

必
要
な
方
は
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。
申
告
が
な
い
と
証
明
書
の
交
付

は
で
き
ま
せ
ん
。

■
公
的
年
金
の
み
の
方
は
申
告
不
要

　

所
得
税
は
「
公
的
年
金
等
の
申
告
不

要
制
度
」
に
よ
り
、
公
的
年
金
等
の

収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
公

的
年
金
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下

の
方
は
申
告
が
不
要
で
す
。

■
申
告
相
談
会
場
と
日
程

▼
持
参
す
る
も
の

　

申
告
書
を
作
成
記
入
の
う
え
、
申
告

内
容
の
確
認
で
き
る
書
類
、
証
明
書
、

印
鑑
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
次
の
書
類
は
事
前
に
作
成
し
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◇
事
業
（
営
業
、
農
業
）、
不
動
産
所

得
の
収
支
内
訳
書

　

事
業
（
農
業
）
所
得
、
不
動
産
所
得

の
あ
る
方
は
帳
簿
と
証
拠
書
類
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
農
業
所
得
の
申

告
を
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
帳
簿
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
医
療
費
控
除
の
集
計
表

　

領
収
書
等
を
個
人
別
、
医
療
機
関
別

に
分
け
て
集
計
し
て
く
だ
さ
い
。
治

療
の
対
象
外
と
な
る
予
防
注
射
や
健

康
診
断
は
控
除
対
象
外
で
す
。

▼
個
人
番
号
確
認
と
身
元
確
認

　

申
告
相
談
に
お
い
て
申
告
書
を
提
出

す
る
方
は
、
申
告
者
ご
本
人
の
個
人
番

号
と
身
元
の
確
認
を
し
ま
す
。
確
認
で

き
る
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
家

族
の
分
を
申
告
相
談
す
る
場
合
は
、
来

場
者
の
身
元
証
明
が
必
要
で
す
。）

◇
個
人
番
号
を
確
認
す
る
書
類

　

個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号

が
記
載
さ
れ
た
住
民
票　

な
ど

◇
身
元
確
認
の
書
類

　

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
障
が

い
者
手
帳
、
在
留
カ
ー
ド
、
特
別
永

住
者
証
明
書　

な
ど

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
個
人
番

号
と
身
元
の
両
方
が
確
認
出
来
ま
す
。
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豊
岡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
次
の
方
は
、
直
接
、
豊
岡
税
務
署
で

申
告
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
青
色
申
告
の
方

▽
土
地
、
建
物
、
ま
た
は
株
式
等
の
譲

渡
所
得
の
あ
る
方

▽
雑
損
控
除
の
あ
る
方

▽
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
あ
る
方

で
、
初
年
度
の
方

▽
消
費
税
、
贈
与
税
の
申
告

◆
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
に
よ
り
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
申

告
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
ｅ
‐
ｔ
ａ
ｘ〔
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
〕で
検
索
）

◆
申
告
書
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

作
成
で
き
ま
す

　

パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
に
も
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
も
申
告

書
が
作
成
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
パ

ソ
コ
ン
で
利
用
可
能
な
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で

の
送
信
な
ど
、
一
部
機
能
が
ご
利
用
で

き
ま
せ
ん
。）

※
不
明
な
点
は
電
話
で
確
認

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル

　

プ
デ
ス
ク  
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
01
‐
５
９
０
１

◆
問
合
せ　

豊
岡
税
務
署

　

℡（
０
７
９
６
）22
‐
２
１
４
４

平成29年1月1日現在、新温泉町に居
住していた。(住民登録していた)

平成29年1月1日現在居住していた市
区町村にお問い合わせください。

平成28年1月1日か
ら12月31日までに
収入があった。

収入の無い方や遺
族・障害年金、雇
用（失業）保険、傷
害手当のみの受給
者は「いいえ」へ。

給与以外の
収入が
2か所以上
あり、年末
調整未済の
ものがある。

収入は公
的年金の
みである。

公的年金
の収入は
400万円以
上ある。

源泉徴収票に記載されている扶養人
数や所得控除等を追加・変更したい。

税務署または
ｅ-Ｔａｘで確
定申告する。

給与収入
がある。

年末調整
済である。 確

定
申
告
ま
た
は
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申告書の提出は不要です。※町県民税の申告が不要となっても、国民健康保険加入者（加入予定者）、県・町営
　　　　　　　　　　　　　　　住宅入居者、所得証明・所得課税証明の必要な方等は申告書を提出してください。

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい はい

はいはいはい

はい

はい

はい

◆「町県民税・国民健康保険税申告書」提出の流れ

【広告】
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▽
グ
ラ
フ
の
読
み
取
り
問
題
等
で
は
、
目
的
に

応
じ
て
文
章
内
容
を
的
確
に
押
さ
え
た
り
、

表
と
図
を
関
連
付
け
て
考
え
た
り
、
自
分
の

考
え
を
明
確
に
し
な
が
ら
読
み
取
る
こ
と
に

課
題
が
あ
る
。

▽
問
題
文
等
の
形
式
（
縦
書
き
や
横
書
き
、
メ

モ
書
き
や
箇
条
書
き
等
）
に
よ
り
抵
抗
感
（
慣

れ
不
足
）
を
持
ち
、
問
題
そ
の
も
の
の
理
解

や
解
決
へ
の
向
か
い
方
に
戸
惑
い
を
持
つ
児

童
が
多
い
。

◆
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す

る
事
項

▽
学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る
漢
字

の
読
み
は
し
っ
か
り
定
着
し
て
い
る
。
書
く

こ
と
も
全
国
と
同
等
の
定
着
率
で
あ
る
が
、

点
や
は
ね
等
を
含
め
正
し
く
漢
字
を
書
く
こ

と
に
は
課
題
が
あ
る
。

▽
濁
音
や
促
音
を
含
む
平
仮
名
を
ロ
ー
マ
字
で

書
く
こ
と
、
拗
音
を
含
ん
だ
ロ
ー
マ
字
を

読
む
こ
と
に
課
題
が
あ
る
。
知
識
と
し
て
は

入
っ
て
い
く
が
、
日
常
の
生
活
で
使
え
る
よ

う
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

▽
毛
筆
問
題
で
は
、
用
紙
全
体
と
の
関
係
に
注

意
し
、
文
字
の
配
列
や
大
き
さ
を
決
め
る
こ

と
に
つ
い
て
よ
く
理
解
で
き
て
い
る
。

❷ 
小
学
校
【
算
数
】

◆
数
と
計
算

▽
計
算
方
法
や
そ
の
答
え
の
確
か
め
が
で
き
て

い
る
。
計
算
問
題
に
は
無
回
答
が
少
な
く
、

解
こ
う
と
す
る
努
力
が
見
受
け
ら
れ
る
。

▽
小
数
を
含
む
計
算
問
題
、
分
数
の
約
分
に
課

題
が
あ
る
。

◆
量
と
測
定

▽
三
角
形
の
底
辺
と
高
さ
の
関
係
に
つ
い
て
の

理
解
は
、
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
。

▽
単
位
量
当
た
り
の
大
き
さ
を
求
め
る
こ
と
に

課
題
が
あ
る
。

◆
図
形

▽
構
成
要
素
に
着
目
し
て
、
図
形
を
構
成
す
る

こ
と
は
で
き
て
い
る
。

▽
図
形
を
構
成
す
る
角
の
大
き
さ
を
基
に
四
角

形
を
並
べ
て
で
き
る
図
形
を
判
断
す
る
こ
と

及
び
正
方
形
に
内
接
す
る
円
の
半
径
に
つ
い

て
の
理
解
に
は
、
課
題
が
あ
る
。

◆
数
量
関
係

▽
全
体
の
大
き
さ
に
対
す
る
部
分
の
大
き
さ
を

表
す
割
合
の
意
味
に
つ
い
て
の
理
解
に
課
題

が
あ
る
。

▽
グ
ラ
フ
の
読
み
取
り
と
そ
の
情
報
を
基
に
説

明
す
る
こ
と
に
は
、
課
題
が
あ
る
。

❸
中
学
校
【
国
語
】

◆
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

▽
相
手
や
場
に
応
じ
た
言
葉
遣
い
な
ど
に
気
を

つ
け
て
話
す
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が

身
に
つ
け
て
い
る
。

▽
論
理
的
に
構
成
や
展
開
に
注
意
し
、
条
件
を

ふ
ま
え
て
話
す
こ
と
に
課
題
が
あ
る
。

◆
書
く
こ
と

▽
何
か
を
参
考
に
文
章
を
書
い
た
り
、
そ
こ
に

あ
る
も
の
の
中
か
ら
適
切
な
も
の
を
選
択
す

る
こ
と
は
で
き
て
い
る
。

▽
相
手
の
こ
と
を
考
え
、
明
確
に
返
答
す
る
文

章
は
書
け
る
。

▽
自
分
の
考
え
を
具
体
的
に
書
い
た
り
、
適
切

な
言
葉
を
選
び
表
現
す
る
こ
と
に
課
題
が
あ

る
。

H29（2017）.1.1

広報しんおんせん（1月号）

平
成
28
年
度

　

新
温
泉
町「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」の
結
果

　

平
成
28
年
度
の
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
結
果
が
、
9
月
30
日
に
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
各
地
域
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
学
力
・
学
習
状
況
を
把

握
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
教
育
及
び
教
育
施
策
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
、
そ

の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

新
温
泉
町
に
お
け
る
本
調
査
の
分
析
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
、

今
後
、
こ
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
指
導
方
法
の
改
善
や

学
習
意
欲
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
学
校
ご
と
の
分
析
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
の
規
模
・
児
童
生
徒

数
等
に
違
い
が
あ
る
た
め
、
公
表
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ　

こ
ど
も
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
７

学
力
調
査
の
結
果

❶ 

小
学
校
【
国
語
】

◆
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

▽
収
集
し
た
情
報
を
関
連
付
け
な
が
ら
話
し

合
う
問
題
は
よ
く
理
解
で
き
て
い
る
が
、

目
的
に
応
じ
て
質
問
し
た
い
こ
と
を
整
理

し
た
り
、
話
の
展
開
に
沿
っ
て
質
問
す
る

こ
と
に
は
課
題
が
み
ら
れ
る
。

▽
相
手
の
意
図
は
何
か
、
自
分
の
考
え
と
の

相
違
点
は
何
か
考
え
な
が
ら
聞
い
た
り
す

る
力
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。

◆
書
く
こ
と

▽
活
動
報
告
文
で
は
、
効
果
等
を
捉
え
適
切

に
内
容
を
書
く
こ
と
は
で
き
て
い
る
。

▽
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
書
く
事
柄
の
整
理

や
グ
ラ
フ
や
表
な
ど
か
ら
の
読
み
取
り
を

基
に
自
分
の
考
え
を
書
く
こ
と
が
苦
手
な

児
童
が
多
い
。

▽
書
き
手
の
表
現
の
仕
方
を
よ
り
良
く
す
る

た
め
に
助
言
し
た
り
す
る
こ
と
に
課
題
が

あ
る
。

▽
自
分
の
考
え
を
文
章
化
す
る
際
、
適
切
な

言
語
、
字
数
に
合
わ
せ
た
ま
と
め
方
に
困

惑
す
る
児
童
が
多
い
。

▽
書
く
こ
と
に
つ
い
て
無
回
答
率
は
低
く
、

意
欲
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
間
違
っ
た
思
い

込
み
（
問
題
の
読
み
取
り
力
不
足
）
で
回

答
し
て
し
ま
う
児
童
も
多
い
。

◆
読
む
こ
と

▽
短
い
文
章
や
物
語
文
で
、
場
面
の
移
り
変

わ
り
に
注
意
し
な
が
ら
の
読
み
取
り
は
多

く
の
児
童
が
で
き
る
が
、
登
場
人
物
の
人

物
像
に
つ
い
て
複
数
の
叙
述
を
基
に
し
て

捉
え
る
こ
と
を
得
意
と
す
る
児
童
は
少
な

い
。
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達
と
会
う
こ
と
が
楽
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

▽
い
じ
め
は
何
が
あ
っ
て
も
い
け
な
い
こ
と
と

捉
え
、
人
の
気
持
ち
を
考
え
、
人
の
役
に
立

つ
人
間
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
児
童
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

◆
学
校
で
の
学
習
に
関
す
る
こ
と

▽
国
語
や
算
数
の
学
習
を
好
む
児
童
は
少
な

い
。
苦
手
意
識
が
強
い
が
、
大
切
さ
は
充
分

理
解
し
て
お
り
、
解
き
方
が
分
か
ら
な
い
と

き
も
、
あ
き
ら
め
ず
に
最
後
ま
で
努
力
し
て

い
る
。

▽
自
分
の
考
え
を
発
表
し
た
り
、
友
だ
ち
の
意

見
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
は
得
意
だ
が
、
理

由
を
つ
け
て
説
明
し
た
り
文
書
に
書
い
た
り

す
る
こ
と
が
苦
手
な
児
童
が
多
い
。

❷ 

中
学
校

◆
家
庭
生
活
に
関
す
る
こ
と

▽
「
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
」「
起
床
時
間
が

決
ま
っ
て
い
る
」
生
徒
が
多
く
、「
就
寝
時

間
が
決
ま
っ
て
い
な
い
」
生
徒
も
若
干
み
ら

れ
る
が
、
ほ
ぼ
生
活
習
慣
が
確
立
し
て
い
る
。

▽
「
家
の
人
に
学
校
で
の
出
来
事
に
つ
い
て
話

を
す
る
」「
手
伝
い
を
す
る
」
生
徒
は
半
数

強
で
あ
る
。

▽
家
庭
学
習
は
、「
自
分
で
計
画
を
立
て
て
実
施

し
て
い
る
」
生
徒
が
半
数
以
上
を
占
め
、
そ

の
内
容
は
「
学
校
の
宿
題
」「
授
業
の
復
習
」

を
中
心
に
行
っ
て
い
る
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。
ま
た
、
学
習
時
間
は
「
２
時
間
以
内
」

が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。

◆
自
己
に
関
す
る
こ
と

▽
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
「
人
の
役
に
立
ち
た
い
」

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、「
自
分
に
は
良
い

所
が
あ
る
」
と
思
っ
て
い
る
生
徒
が
多
く
、

H29（2017）.1.1

広報しんおんせん（1月号）

自
己
有
用
感
や
自
尊
感
情
が
高
い
。

▽
「
物
事
を
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
て
嬉
し
か
っ

た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
生
徒
の
割
合
が
非

常
に
高
い
が
、「
失
敗
を
恐
れ
な
い
で
挑
戦

し
て
い
る
」「
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て

い
る
」
生
徒
の
割
合
が
ほ
ぼ
半
数
で
あ
り
、

達
成
感
は
持
っ
て
い
る
が
、
向
上
心
の
醸
成

が
必
要
で
あ
る
。

▽
「
い
じ
め
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
い
け

な
い
こ
と
だ
」「
学
校
の
規
則
を
守
っ
て
い

る
」「
友
達
と
の
約
束
を
守
っ
て
い
る
」
生

徒
の
割
合
が
非
常
に
高
く
、
規
範
意
識
は
高

い
。

◆
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
つ
い
て

▽
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
、
携
帯
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
に
か
け
る
時
間
が
長
く
、
４
時
間
以
上

か
け
て
い
る
生
徒
も
い
る
。

◆
学
校
生
活
に
関
す
る
こ
と

▽
「
友
達
に
会
う
の
は
楽
し
い
」「
好
き
な
授
業

が
あ
る
」「
学
級
み
ん
な
で
協
力
し
て
何
か

を
や
り
遂
げ
ら
れ
、
う
れ
し
か
っ
た
」
生
徒

の
割
合
が
高
く
、
概
ね
学
校
生
活
に
満
足
し

て
い
る
。

▽
１
、２
年
の
授
業
で
は
、
自
分
た
ち
で
立
て
た

課
題
を
情
報
や
話
し
合
い
に
よ
り
整
理
し
発

表
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
感
じ
て

い
る
生
徒
が
多
い
。

▽
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
、「
学
校
に
行
く
の
は
楽

し
い
」
と
感
じ
て
お
り
、
全
国
・
県
の
平
均

よ
り
高
い
割
合
で
あ
る
。

◆
地
域
社
会
に
関
す
る
こ
と

▽
「
地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
」「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
」
生

徒
の
割
合
が
高
く
、
地
域
へ
の
所
属
意
識
が

強
い
傾
向
に
あ
る
。

◆
資
料
の
活
用

▽
確
率
を
求
め
る
問
題
へ
の
理
解
は
優
れ
て

い
る
が
、
相
対
度
数
や
中
央
値
の
意
味
や

求
め
る
こ
と
に
課
題
が
あ
る
。

▽
近
似
値
と
誤
差
の
意
味
の
理
解
が
、
全
国

平
均
に
比
べ
て
低
い
。

生
活
習
慣
や
学
習
環
境
等
に

関
す
る
調
査
の
結
果

❶ 

小
学
校　

◆
家
庭
で
の
生
活
に
関
す
る
こ
と

▽
多
く
の
家
庭
で
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」

が
習
慣
化
し
、
基
本
的
生
活
習
慣
が
定
着

し
て
い
る
。

▽
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て

い
る
児
童
は
、
き
わ
め
て
少
な
く
、
パ
ソ

コ
ン
等
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
す
る
時
間

も
短
い
。

▽
多
く
の
児
童
が
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に

参
加
し
て
お
り
、
全
国
平
均
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
。

◆
家
庭
で
の
学
習
に
関
す
る
こ
と

▽
お
お
む
ね
１
時
間
以
上
家
庭
学
習
を
行
っ

て
お
り
、
学
校
か
ら
の
宿
題
は
き
ち
ん
と

で
き
て
い
る
。
し
か
し
、
自
ら
計
画
を
立

て
自
主
的
に
予
習
・
復
習
等
を
行
っ
て
い

る
児
童
は
少
な
い
。

▽
１
日
あ
た
り
の
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
視
聴
時
間
は
、
１
時
間
以
上
２
時
間
未

満
と
全
国
平
均
よ
り
少
な
い
。
図
書
館
や

図
書
室
の
利
用
は
増
え
て
い
る
が
さ
ら
に

活
用
の
手
立
て
が
必
要
で
あ
る
。

◆
学
校
で
の
生
活
に
関
す
る
こ
と

▽
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
学
校
は
楽
し
い
、
友

◆
読
む
こ
と

▽
文
学
的
な
文
章
で
は
、
登
場
人
物
の
心
情

や
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
の
理
解
度
が
高

く
、
説
明
的
な
文
章
で
は
、
目
的
に
応
じ

て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

▽
説
明
す
る
た
め
の
適
切
な
言
語
を
選
択
す

る
こ
と
に
優
れ
て
い
る
。

◆
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関

す
る
事
項

▽
文
脈
に
即
し
て
、
漢
字
を
正
し
く
読
ん
だ

り
書
い
た
り
す
る
こ
と
は
大
変
よ
く
で
き

て
い
る
。
敬
語
表
現
に
つ
い
て
の
正
答
率

も
高
い
。

▽
語
彙
が
少
な
く
、
自
分
た
ち
の
日
常
生
活

で
用
い
な
い
語
句
や
慣
用
的
な
語
句
に
対

し
て
の
知
識
が
乏
し
い
。

❹
中
学
校
【
数
学
】

◆
数
と
式

▽
連
立
方
程
式
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
非
常

に
優
れ
て
い
る
。

▽
自
然
数
の
意
味
を
理
解
し
て
い
な
い
生
徒

が
多
い
。
数
量
の
関
係
を
文
字
式
に
表
す

こ
と
に
大
き
な
課
題
が
あ
る
。

◆
図
形

▽
線
対
称
な
図
形
、
立
体
の
面
と
辺
の
関
係

は
、
ほ
ぼ
理
解
で
き
て
い
る
。

▽
作
図
の
方
法
が
定
着
し
て
い
な
い
。
円
錐

の
体
積
を
求
め
る
問
題
へ
は
課
題
が
あ

る
。

◆
関
数

▽
一
次
関
数
の
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
は
概
ね
良

好
で
あ
る
。

▽
反
比
例
の
関
係
や
変
化
の
割
合
の
意
味
の

理
解
に
つ
い
て
は
課
題
が
あ
る
。
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町政のうごきから

　　　　契 約 請 負 状 況   （250 万円以上で競争入札に付したもの )

工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

町道二日市指杭線
指杭橋拡幅工事

田井
指杭

【指杭橋拡幅工事L=13.0
ｍW=5.25ｍ】土工1.0式、下部工
2.0基、基礎工1.0本（φ1200）、
上部工1.0橋  他 

【水道管移設工事】本設配水管φ
150布設工L=14.0ｍ、本設配水
管φ75 ～φ50布設工L=8.1ｍ 他

39,571,200 平成 28 年 11 月 22 日～
平成 29 年 3 月 30 日 ㈱三島組

町道浜坂清富線他
散水消雪施設点検
整備工事

浜坂 
地域

消雪点検整備工事 35路線 
L=9,765ｍ ポンプ室 29箇所 5,486,400 平成 28 年 11 月 22 日～

平成 29 年 3 月 27 日 山陰プロパン㈱

普通河川古川河川
改良工事 今岡

施工延長 L=102.4ｍ L型水路
ブロック（H=1400）L=60.2ｍ、
底張コンクリート L=102.3
ｍ、張コンクリート L=65.6ｍ、
嵩上コンクリート L=25.0m

16,533,720 平成 28 年 11 月 22 日～
平成 29 年 3 月 25 日 赤坂土建㈱

町道細田稲負谷線
他消雪設備点検工
事

湯 他
ノズル点検調整工 L=2,740ｍ、
ポンプ室清掃電気設備点検10箇
所、ポンプ室排土工1式

4,104,000 平成 28 年 11 月 17 日～
平成 29 年 3 月 25 日 ㈲山下土建

浜坂浄化センター
長寿命化対策工事 浜坂 機械設備長寿命化対策 32,400,000 平成 28 年 11 月 17 日～

平成 29 年 3 月 24 日 ㈲清美社

（平成 28年 11月 16日～平成 28年 12月 15日契約分）

教
育
委
員
長
に
田
中
幸
吉
氏
が
再
任

教
育
委
員
に
大
林
益
代
氏
が
就
任

　

町
教
育
委
員
の
う
ち
、
1
名
の
任
期

満
了
に
伴
い
、町
議
会
の
同
意
を
得
て
、

大
林
益
代
氏
を
11
月
29
日
付
け
で
任
命

し
ま
し
た
。（
任
期
4
年
）

　

ま
た
、
11
月
に
開
催
さ
れ
た
教
育
委

員
会
定
例
会
で
、
委
員
の
互
選
に
よ
り

田
中
幸
吉
氏
が
教
育
委
員
長
に
、
北
村

早
悟
氏
が
委
員
長
職
務
代
行
者
に
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

※
委
員
長
と
委
員
長
職
務
代
行
者
の
任

　

期
は
１
年

▼
問
合
せ

　

こ
ど
も
教
育
課　

教
育
総
務
係

　

℡
82
‐
５
６
２
７

職名 氏　名 委員任期満了日

委員長 田中　幸吉 平成 31 年 11 月 28 日

委員長職務
代行者 北村　早悟 平成 29 年 11 月 28 日

委　員 中井　　功 平成 30 年 11 月 28 日

委　員 大林　益代 平成 32 年 11 月 28 日

教育長 岡本　　操 平成 29 年 11 月 28 日

●  教育委員会の構成

教
職
員
定
時
退
勤
日
実
施
の
取
り

組
み
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

　

近
年
、
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
が
複
雑
化
・
多

様
化
す
る
中
、
児
童
生
徒
の
生
き
る
力
を
育
み
、

学
力
の
向
上
や
い
じ
め
等
の
様
々
な
問
題
を
解
決

し
て
い
く
た
め
に
は
、
教
職
員
が
児
童
生
徒
と

じ
っ
く
り
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

平
成
24
年
６
～
７
月
に
兵
庫
県
教
育
委
員
会
が

県
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校

を
対
象
に
実
施
し
た「
教
職
員
勤
務
実
態
調
査
」の

結
果
、
教
員
の
平
日
１
日
あ
た
り
の
平
均
労
働
時

間
は
10
時
間
46
分
と
な
っ
て
お
り
、そ
の
時
間
的
・

精
神
的
負
担
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
、
週
１
回
以
上
の「
教
職
員
定
時
退
勤

日
」を
県
内
す
べ
て
の
学
校
に
お
い
て
設
定
・
実

施
す
る
よ
う
、
各
市
町
教
育
委
員
会
に
依
頼
し
て

い
ま
す
。

　

本
年
度
も
引
き
続
き
、
新
温
泉
町
教
育
委
員
会

に
お
い
て
も「
教
職
員
定
時
退
勤
日
」の
設
定
・
実

施
に
取
り
組
み
、
教
職
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）を
実
現
す
る
こ

と
で
、
す
べ
て
の
教
職
員
が
精
神
的
な
ゆ
と
り
を

持
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
児
童
生
徒
に
向
き
合
う

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

こ
ど
も
教
育
課　

℡ 

82
‐
５
６
２
７
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「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案を書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

町政のうごきから

おめでとうございます

◆年末年始（12/29 ～ 1/3）の「ごみ収集」「ごみ処理施設の体制」

● クリーンパーク北但　℡（0796）21-9110　　　　●新温泉町リサイクルセンター　℡82-1571

※  クリーンパーク北但の受入時間は午前 8 時 30 分～午後 4 時 30 分です。（お昼も受け入れます）
※  新温泉町リサイクルセンターの受入時間は午前 9 時～午後 4 時です。（正午～午後１時は受け入れません）。
※  し尿の汲み取りは 12 月 29 日～ 1 月３日の間は休みます。

≪お願い≫　電池や水銀の体温計を　「燃やすごみ」や「プラスチック製容器包装」の指定袋に絶対に混ぜないでください。
　　　　　　  ※  電池等に含まれる水銀は人体や環境に影響のある有害物質であり、特別な処理が必要となります。
　　　　　　  　  必ず「電池、刃物、工具類」に分別するようご協力をお願いします。

地域・　
コース

月日

浜　坂　地　域 温　泉　地　域 施設への直接持込

Ａコース Ｂコース Ａコース Ｂコース 桧尾 霧滝
クリーンパーク
北但

新温泉町
リサイクルセンター

～ 12 月 28 日（水） ― 燃やすごみ ― 燃やすごみ ― ― いつもどおり持込可

12 月 29 日（木）燃やすごみ ― 燃やすごみ ― ― ― いつもどおり持込可

12 月 30 日（金） 休　み いつもどおり持込可 休　み

12 月 31 日（土）

～

  １月 3 日（火）
休　み 休　み

  １月 4 日（水） ― 燃やすごみ ― 燃やすごみ ― ― いつもどおり持込可

１月 5 日（木）～ 通常どおりの収集 いつもどおり持込可

統
計
功
労
者
表
彰

◆
総
務
大
臣
表
彰

　

西
澤
治
昭
さ
ん（
中
辻
）

◆
兵
庫
県
知
事
感
謝

　

瀧
野
淳
子
さ
ん（
芦
屋
）
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い　

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
奇
数
月
に
そ

の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹
介
し
ま

す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
年
２
回
ま

で
（
内
容
に
よ
っ
て
は
個
別
に
お
答
え

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）、
３
回
目
以

降
は
個
別
に
お
答
え
し
ま
す
。
ご
提
案

い
た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合
で

一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

雇用保険の適用拡大等について
　平成 29 年 1 月 1 日以降、新たに 65 歳以上の
方を雇用した場合、ハローワークに雇用保険資格
取得届の提出が必要になります。現在雇用してい
る 65 歳以上の従業員で雇用保険に加入していな
い方についても届け出が必要です。
　これに伴い、65 歳以上の方も条件を満たせば
育児休業・介護休業給付金、教育訓練給付金等の
各種給付金の対象となります。
　また、介護休業給付金の支給率が平成 28 年 8
月 1 日から引き上げられていますが、平成 29 年
1 月 1 日から育児休業・介護休業給付金の要件を
見直しますので、更に利用しやすくなります。
　雇用保険の加入には条件があります。詳しくは
お問い合わせいただくか、厚生労働省のホーム
ページをご覧ください。（http://mhlw.go.jp/stf/
seisakunitsuite/bunya/0000136389.html）
▼問合せ　ハローワーク豊岡　雇用保険課
　℡（0796）23-3101

平
成
28
年
鳥
取
県
中
部
地
震

災
害
義
援
金
の
お
礼

　

10
月
21
日
に
発
生
し
た
平
成
28
年
鳥

取
県
中
部
地
震
の
被
災
地
を
支
援
す
る

た
め
、
10
月
26
日
か
ら
11
月
25
日
ま
で

町
内
18
箇
所
に
募
金
箱
を
設
置
し
、
義

援
金
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義

援
金
を
日
本
赤
十
字
社
に
送
金
し
ま
し

た
。

　

こ
の
義
援
金
は
、
被
災
県
に
設
置
さ

れ
た
義
援
金
配
分
委
員
会
を
通
じ
、
被

災
さ
れ
た
方
々
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
義
援
金
の
額　

１
８
０
８
０
０
円

▼
問
合
せ　

総
務
課　

総
務
係

　

℡
82
‐
３
１
１
１

新
温
泉
町
分
区
日
赤
奉
仕

団
浜
坂
分
団
（
浜
坂
地
域

婦
人
会
）
が
募
金
活
動

　

10
月
29
日
・
30
日
の
両
日
、
ナ
カ

ケ
ー
白
川
店
で
買
い
物
客
に
協
力
を

呼
び
か
け
、
２
日
間
で
７
５
６
４
７

円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
義
援
金
を
町
長
へ
手
渡
し
、

町
よ
り
日
本
赤
十
字
社
へ
送
金
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
し

ま
す
。

▼
問
合
せ　

健
康
福
祉
課

　

℡
82
‐
５
６
２
０
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―
農
業
委
員
会
情
報
№

117
―

▼
問
合
せ　

農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

℡
82
‐
５
６
２
６

の
で
す
が
、
未
整
備
田
や
便
利
が
悪
い

等
の
理
由
で
思
う
に
任
せ
ら
れ
な
い
状

況
で
耕
作
放
棄
そ
し
て
荒
廃
地
へ
と
進

ん
で
い
く
様
相
を
み
せ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
よ
っ
て
近
年
山
間
地
か
ら
耕
作
放

棄
が
見
受
け
ら
れ
平
地
の
優
良
農
地
に

も
広
が
り
そ
う
な
状
況
で
す
。

◆
農
地
を
守
る
た
め
に
…

　

こ
の
よ
う
な
傾
向
を
阻
止
し
て
緑
豊

か
な
農
地
を
皆
さ
ま
と
共
に
守
っ
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
現
在

多
く
の
集
落
で
営
農
組
織
を
設
立
さ
れ

て
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全

集
落
で
の
設
立
と
共
に
集
落
を
超
え
た

組
織
の
拡
大
、
組
織
の
法
人
化
、
又
、

中
山
間
地
事
業
、
人
・
農
地
事
業
を
有

効
活
用
し
て
の
農
地
利
用
集
積
を
推
進

し
て
農
家
の
安
定
経
営
を
目
指
し
て
行

く
た
め
、
農
家
は
も
と
よ
り
住
民
、
地

域
一
体
で
協
力
し
先
人
か
ら
引
き
継
が

れ
た
農
業
、
農
地
を
守
っ
て
い
く
こ
と

が
集
落
の
存
続
、
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を
ご
家
族
お

そ
ろ
い
で
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ

と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
新
温
泉
町
農
業
委
員
会
に
対
し

ま
し
て
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
厚
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

◆
農
業
を
と
り
ま
く
環
境
は
…

　

現
在
の
農
業
を
と
り
ま
く
環
境
は

年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
全
国

的
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
こ
れ
に
伴
う

人
口
の
減
少
に
よ
っ
て
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
も
進
み
、
若
い
農
業
の
後
継
者

が
少
な
く
離
農
も
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
き

て
い
ま
す
。
特
に
わ
が
町
で
は
大
半
が

60
代
70
代
の
方
が
頑
張
っ
て
農
業
を

守
っ
て
お
ら
れ
る
の
が
現
状
で
す
。
そ

の
様
な
中
で
後
継
者
が
い
な
い
、
後
を

継
い
で
く
れ
な
い
、
体
力
的
な
限
界
、

鳥
獣
害
に
よ
る
農
作
物
、
圃
場
へ
の
壊

滅
的
な
被
害
等
を
理
由
に
規
模
縮
小
や

離
農
を
さ
れ
る
方
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
農
地
は
集
落
営
農
組
合
、

認
定
農
業
者
、
大
規
模
農
業
者
等
に

よ
っ
て
耕
作
継
続
を
お
願
い
し
た
い
も

◆
後
継
者
育
成
に
向
け
て
…

　

若
い
後
継
者
、
認
定
農
業
者
の
育
成

も
欠
か
せ
な
い
重
要
な
課
題
で
す
。
近

年
若
い
新
規
就
農
者
が
主
に
畜
産
分
野

で
増
え
つ
つ
あ
り
、
他
の
分
野
で
も
多

く
の
方
が
就
農
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
尚
、
若
い
新
規
就
農
者
に
は
5
年

間
の
支
援
を
受
け
て
独
立
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
が
活

用
し
て
新
規
就
農
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め

し
ま
す
。
詳
し
く
は
農
林
水
産
課
農
政

畜
産
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

認
定
農
業
者
の
方
は
但
馬
の
市
町
の
中

で
一
番
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
畜
産
農

家
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
規
就
農

者
の
方
、
大
規
模
農
業
を
営
ん
で
い
る

方
等
が
認
定
農
業
者
と
な
ら
れ
る
よ
う

お
勧
め
し
ま
す
。そ
し
て
認
定
農
業
者
、

新
規
就
農
者
の
方
達
で
こ
れ
か
ら
先
の

新
温
泉
町
の
明
る
く
楽
し
く
儲
か
る
農

業
へ
向
け
て
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
各
農

家
を
引
っ
張
っ
て
行
く
体
制
と
な
る
よ

う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

◆
地
産
地
消
の
推
進
を
…

　

わ
が
町
に
は
頑
張
っ
て
素
晴
ら
し
い

農
産
物
を
生
産
さ
れ
各
所
に
販
売
さ
れ

て
い
る
方
も
お
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
農
産

物
を
有
利
に
販
売
し
、
増
収
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
地
元
で
と
れ

た
安
心
安
全
で
新
鮮
な
農
産
物
を
販
売

経
費
が
安
く
つ
く
地
元
で
販
売
し
地
元

の
方
に
買
っ
て
食
べ
て
頂
く
地
産
地
消

を
さ
ら
に
増
や
し
た
い
も
の
で
す
。
朝

市
、
ス
ー
パ
ー
、
特
に
新
し
く
で
き
る

道
の
駅
と
生
産
者
間
で
協
力
し
て
地
産

地
消
の
更
な
る
推
進
を
図
り
、
地
元
の

方
に
生
鮮
な
農
産
物
を
提
供
し
食
し
て

も
ら
う
と
同
時
に
生
産
者
の
収
益
増
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

◆
農
業
委
員
会
で
は
…

　

農
地
法
に
係
る
権
利
移
動
、
転
用
等

の
許
認
可
の
審
議
な
ど
を
行
う
月
一
回

の
定
例
会
。
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
遊
休
農
地
、
無
断
転
用
等
の
調
査

と
改
善
処
置
等
。
小
学
校
で
の
地
産
地

消
の
食
農
教
育
。高
齢
者
大
学
で
の
花
、

野
菜
作
り
等
の
出
前
講
座
。
農
地
法
等

各
種
研
修
会
へ
の
参
加
や
先
進
地
視
察

研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
農
業
委

員
21
名
は
農
業
者
の
代
表
と
し
て
各
自

が
期
待
さ
れ
る
役
割
に
対
し
て
共
通
認

識
を
持
っ
て
、
本
年
も
全
力
で
職
務
を

全
う
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
農
家
の

皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
皆
さ
ま
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
年
頭

の
挨
拶
と
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新温泉町農業委員会長
川 元 勝 利
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まちの求人案内
―情報提供元―　ハローワーク香住　℡（0796）36-0137

　（パート）
平成 28 年 12 月 8 日現在

サンシーホール浜坂では、ハローワークから定期
的に求人情報が届き、閲覧ができます。
▼開館時間　午前 8 時 30 分～午後 8 時
※土・日・祝日は休館
▼問合せ　サンシーホール浜坂　℡ 82-1735

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

浜坂七釜温泉病院
看護師 20 以上 200 ～ 220
准看護師 20 以上 200 ～ 210

㈱マル海渡辺水産 営業・販売業務 64 以下 200 ～ 350

㈱マルワ渡辺水産
旅館の営業 不問 250 ～ 350
一般事務 不問 173 ～ 210

㈱メフォス 給食調理 59 以下 141 ～ 145
㈲ラッキー美容院 美容技術 不問 150 ～ 250
㈲福田建機 建設機械整備 35 以下 155 ～ 205
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 40 以下 136 ～ 144

フジッコ㈱
一般事務 不問 151 ～ 168
製造職 不問 151 ～ 168

岩本興業 土木作業員 40 以下 172 ～ 280
たじま農協 訪問介護員 不問 131 ～ 137
日研トータルソーシング㈱ 包装・出荷 不問 164
㈲アートライフ  タニタ 販売・配送 不問 170 ～ 250
やすこ歯科医院 歯科衛生士 不問 190

（温泉地域）

㈱井筒屋
サービススタッフ 60 以下 209 ～ 254
フロント・会計事務 60 以下 147 ～ 188

全但バス㈱ 総合事務職 18～ 59 156 ～ 185
㈲清美社 下水道維持管理他 45 以下 155 ～ 220
㈱みさき 営業 30 以下 206 ～ 235
湯快リゾート㈱ 調理 59 以下 230 ～ 300
㈱いなば 警備員 18 以上 151 ～ 259
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 150 ～ 190

㈱マルワフーズ渡辺水産
食品製造 64 以下 146
営業 64 以下 169

ケービックス㈱ 現場業務リーダー候補 不問 170 ～ 230
㈱赤坂土建 土木技術者 18 以上 200 ～ 300
㈱温泉町夢公社 施設管理 不問 145 ～ 160
㈱ワイズケア 柔道整復師・鍼灸師 不問 192 ～ 207

㈱朝野家
客室係 不問 194 ～ 216
販売係 不問 150 ～ 170
営業係 18 以上 150 ～ 170

㈱カドミセ 店長候補 不問 188 ～ 208
たじま農協 畜産事業 30 以下 167 ～ 195

ハートフル
理学療法士 不問 210 ～ 270
看護師・准看護師 不問 220 ～ 300

沢田医院 看護師 不問 180
アイケー電機㈱ 製造作業 不問 134

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
ヤクルト販売㈱ 宣伝・販売 不問 900 ～ 1,000
たじま農協 訪問介護員 不問 1,080 ～ 2,400

（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産
店内係 不問 1,000
鮮魚 不問 1,000 ～ 1,100
一般事務 不問 880

ミネル㈱ 塾講師 不問 1,400 ～ 2,000

㈱マル海渡辺水産
販売 不問 820 ～ 1,200
フロアスタッフ 不問 820 ～ 1,200
宅配業務 不問 900 ～ 1,200

㈱ナカケー 調理・加工・販売 不問 820 ～ 900
㈱さとうフレッシュフロンティア 食品売場 不問 819 ～ 900
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850 ～ 1,200
フジッコ㈱ 計量・出荷 不問 840 ～ 850
㈱森昌食品 ゆば加工 不問 820 ～ 850
㈱第一食品 調理補助 不問 820

㈱隆栄水産
売店員 不問 900
フロアスタッフ 不問 900 ～ 1,100

グループホーム ありがとう 介護員 不問 850 ～ 1,000
㈱北兵庫 運転手 18 以上 819
㈱メフォス 調理補助他 59 以下 820 ～ 845
㈱コメリ 販売員 不問 819
ゴダイ㈱ 販売・陳列他 不問 820
ラスベガス ホールスタッフ 18 以上 1,000
浜坂温泉保養荘 フロント業務他 不問 850 ～ 900

（温泉地域）

㈱井筒屋

食事会場スタッフ 不問 950
居酒屋スタッフ 18 以上 900 ～ 950
会計スタッフ 不問 850 ～ 900
販売接客スタッフ 不問 850
案内スタッフ 不問 900
調理補助 不問 850
宴席準備・布団敷き 不問 850

㈱ナカケー 調理・加工・販売 不問 820

湯快リゾート㈱

ナイトフロント 18 以上 820 ～ 870
フロント予約 不問 820 ～ 920
レストランスタッフ 不問 820 ～ 920
キッチンスタッフ 不問 820 ～ 920
洗い場スタッフ 不問 820 ～ 870

特別養護老人ホームやすらぎの里 介護職 不問 930 ～ 970

ケービックス㈱
現場業務リーダー候補 不問 900 ～ 1,000
ホテル内業務 不問 820

㈱マルワフーズ渡辺水産 食品製造 64 以下 850 ～ 900
㈱西沢製作所 溶接工 不問 819
㈱朝野家 調理補助 不問 870
ハートフル 看護師・准看護師 不問 1,300 ～ 1,500
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000 ～ 1,200
湯村温泉　魚と屋 守衛係 18 以上 820

　（常　用）
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新温泉町文化会館だより
－問合せ－　新温泉町文化会館 ℡ 82-3328

第 24 回近隣文化祭で 400 名が交流を深める
　毎年 12 月 4 日から 10 日の一週間は国（法務省）
が定めた「人権週間」です。
　新温泉町では毎年この期間に、文化会館を会場に

「近隣文化祭」を実施していますが、本年度は、第
24 回目の近隣文化祭（サブテーマ：～人と人、地
域をつなぐ～　実行委員長：清水町町内会長　道盛
康雄さん）を 12 月 4 日に開催し、400 人が交流を
深めました。
　午前の部では文化会館教室生などによる写真、生
け花、手芸、短歌、絵画、和紙折り紙などの作品展
示や文化祭実行委員会や料理教室の皆さんによるお
でん、カレー、うどん、温泉ゆで卵などのバザー、

茶道教室生によるお茶席、人権啓発アニメの上映会
などが開かれ、また、午後の部では小学生ささゆり
によるお茶のお手前と学習発表、中学生ひまわりの
転地学習での体験発表、今年度初出場の認知症サ
ポートキャラバンメイトによる認知症劇や山吹会に
よる傘踊り、近隣町内会の 19 人によるコーラス、
詩吟、銭太鼓、フラダンスなど11の演目が披露され、
出演者と観客が一体となって大変盛り上がった一日
になりました。
　お世話になった各町内会長さんや文化祭実行委員
会、文化会館教室生の皆さんに感謝するとともに、
来館された町民の皆さんに厚くお礼申し上げます。
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新
温
泉
町
で
は
、
平
成
24
年
3
月
に

策
定
し
た
第
２
次
新
温
泉
町
情
報
化
計

画
の
計
画
期
間
が
今
年
度
で
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
現
在
、
新
た
な
情
報
化
計

画
と
し
て
、
第
３
次
新
温
泉
町
情
報
化

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
第
３
次
新
温
泉
町
情
報

化
計
画
（
案
）
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た

の
で
、
そ
の
内
容
を
公
表
し
、
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

▼
案
件
名

　

第
3
次
新
温
泉
町
情
報
化
計
画（
案
）

▼
策
定
の
目
的

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
住
民

生
活
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
、行
政
へ
の
ニ
ー
ズ
も
複
雑
化
・

多
様
化
し
て
お
り
、
行
政
の
情
報
化

施
策
が
果
た
す
役
割
が
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

将
来
に
わ
た
り
継
続
的
に
本
町
の
情

報
化
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め

る
た
め
の
新
た
な
指
針
と
し
て
「
第

３
次
新
温
泉
町
情
報
化
計
画
」
を
策

定
し
ま
す
。

▼
意
見
の
募
集
期
限

　

1
月
20
日
（
金
）
必
着

▼
提
出
方
法

　

企
画
課
又
は
総
合
支
所
地
域
振
興

課
へ
の
持
参
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
様
式
は
自
由
で
す
が
、
住
所
、

氏
名
を
明
記
の
う
え
、
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
電
話
、
匿
名
で
の

提
出
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。）

▼
公
表
資
料
の
閲
覧
方
法

◇
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
tow

n.shinonsen.hyogo.jp/

）

　

行
政
情
報
↓
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

↓
「
第
３
次
新
温
泉
町
情
報
化
計
画

（
案
）」
に
つ
い
て
の
意
見
募
集

◇
閲
覧
場
所

　

企
画
課
・
総
合
支
所
地
域
振
興
課

▼
意
見
に
対
す
る
考
え
方
の
公
表

　

提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
す
る

町
の
考
え
方
を
、２
月
上
旬
（
予
定
）

に
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
方
へ
の
個
別
の
回
答
は

行
い
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

　

Fax 

82
‐
３
０
５
４

　

電
子
メ
ー
ル

　

kikaku@
tow

n.shinonsen.lg.jp

「
第
３
次
新
温
泉
町
情
報
化
計
画
（
案
）」
に
つ
い
て
の
意
見
募
集

町
の
広
報
媒
体
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
夢
ネ
ッ

ト
で
の
広
告
を
希
望
す
る
企
業
・
団
体

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
広
報
し
ん
お
ん
せ
ん

◇
広
告
の
サ
イ
ズ

▪
１
種　

縦
5
・
4
㌢
×
横
17
・
8
㌢

▪
２
種　

縦
5
・
4
㌢
×
横
8
・
8
㌢

◇
広
告
掲
載
料

　

広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
と
同
お
知
ら
せ

版
を
１
組
と
し
て
１
回
に
つ
き

▪
１
種　

１
４
４
０
０
円
（
町
内
）

　
　
　
　

１
８
０
０
０
円
（
町
外
）

▪
２
種　
　

８
０
０
０
円
（
町
内
）

　
　
　
　

１
０
０
０
０
円
（
町
外
）

●
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
バ
ナ
ー
広
告
）

◇
バ
ナ
ー
広
告
の
規
格（
１
枠
当
た
り
）

▪
大
き
さ

　

縦
50
ピ
ク
セ
ル
、
横

150
ピ
ク
セ
ル

▪
デ
ー
タ
容
量　

10
キ
ロ
バ
イ
ト
以
内

▪
デ
ー
タ
形
式　

Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式

◇
広
告
掲
載
料

　

月
額　
　

８
０
０
０
円
（
町
内
）

　

月
額　

１
０
０
０
０
円
（
町
外
）

―
問
合
せ
―

　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

●
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
夢
ネ
ッ
ト

◇
対
象
者　

町
内
に
住
所
ま
た
は
事
業

　

所
が
あ
る
企
業
・
団
体

◇
Ｃ
Ｍ
の
形
態

▪
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
制
作
…
写
真
・
文

字
テ
ロ
ッ
プ
・
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
有

無
選
択
可
）・
Ｂ
Ｇ
Ｍ
で
制
作
し
ま

す
。

▪
完
成
品
持
込
…
広
告
主
が
制
作
し
た

Ｃ
Ｍ
を
放
送
し
ま
す
。

◇
Ｃ
Ｍ
の
時
間
・
広
告
料

―
問
合
せ
―

　

地
域
振
興
課  

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
係

　

℡
99
‐
２
０
８
０

形　態 時　間 広告料 放送期間

ケーブル　
テレビ制作

15 秒以内 3,000 円

10 日以内
1 日 9 回

30 秒以内 4,000 円

60 秒以内 5,000 円

完成品
持込

15 秒以内 2,000 円

30 秒以内 3,000 円

60 秒以内 4,000 円

※ケーブルテレビ制作でナレーションをつける場合は、
　1,000 円加算



17

H29（2017）.1.1

広報しんおんせん（1月号）

　冬の山道を登っていくと、落ち葉の間から赤い
小さな実が覗いているのを見かけます。それが地
面を這う小さな草でしたら、多分、ツルアリドオ
シ（蔓蟻通し）だと思います。初夏の頃、小さな
ラッパ状の花を二つ並べて咲いていたツルアリド
オシは、今は赤い実をつけて冬の山道を彩ってい
ます。
　茎は長さ 40㎝ほど、茎先に長さ 1,5㎝の筒状
の花を二つずつ付けます。花色は時に薄紅色を帯
びたものもあり、先は４裂、時に５裂しています。
花の内側には細かな白い毛が密生、二つの花の下
は合着しており、一つの実となります。実の表面
を見ると、写真でも花

か

痕
こん

が二つあるのがわかりま
す。
　ツルアリドオシは別名を一

いち

両
りょう

と言うそうです
が、これは同じアカネ科に棘のあるアリドオシと
いう常緑低木があり、もともとはこちらを一両と
していたようですが、同科同属で花や葉や実が
そっくりなツルアリドオシも同じく一両と呼ばれ
ているようです。続けて十両はヤブコウジ、百両
はカラタチバナ、千両、万両はお馴染みのセンリョ
ウ、マンリョウということです。
　寄せ植えや生け花に添えて、「センリョウ、マ
ンリョウ、有り通し」などと金運を祈る日本のお
正月。縁起のよい草木を飾って新年を迎える風習
から、その植物の名前の一つ一つから、自然と深
く関わってきたご先祖さま達の暮らしが偲ばれま
す。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん　

ツルアリドオシ
 （アカネ科）

 野草散歩（73) 国民年金からのお知らせ

　国民年金のご相談・手続きについては下記までお
問合せください。

－問合せ－
日本年金機構豊岡年金事務所　℡（0796）22-0945
町民課　戸籍年金係　℡（0796）82-5621
温泉総合支所　地域振興課　℡（0796）92-1131

　～新成人のみなさんへ～　　　　　　　
20 歳になったら国民年金

　国民年金は、年をとったときやいざというときの
生活を、現役世代みんなで支えようという考えで作
られた仕組みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料
を納め続けることで、年をとったときや、病気やケ
ガで障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなった
ときに、年金を受け取ることができる制度です。
◆国民年金のポイント
▽将来の大きな支えになります
　国民年金は 20 歳から 60 歳までの人が加入し、

保険料を納める制度です。国が責任をもって運営
するため、安定していますし、年金の給付は生涯
にわたって保障されます。

▽老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか

障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病
気や事故で障害が残ったときに受け取れます。ま
た遺族年金は、加入者が死亡した場合、その加入
者により生計を維持されていた遺族（「子のある
配偶者」や「子」）が受け取れます。

◆「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」
▽「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の

所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付
が猶予される制度です。対象となる学生は、学校
教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高
等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校（修
業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の
日本分校に在学する方です。

▽「若年者納付猶予制度」
　学生でない 50 歳未満の方で、ご本人及び配偶者

の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の
納付が猶予される制度です。
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加藤文太郎
記念図書館

「1月のおすすめの本」
ご案内

老衰死
NHKスペシャル取材班著/講談社

　誰もが望む〈延命せず、苦しまない死に
方〉。ある老人ホームでの「平穏死」をNHK
取材班が科学・人間ドラマの両面から真
摯に向き合って取材した。“死ぬときは苦
しくないのか”という最大の謎に挑んで大
反響を呼んだドキュメント。

あなたはそこにいるだけで価値ある存在
樋野興夫著/KADOKAWA

　「がん哲学外来」の著者が気づいた生き
方の哲学。人生は「何をするか」よりも「ど
うあるか」が大事。マイナスの人間同士が
集まればプラスにも変われる。本当にい
いものはゴミの中にあるなど、今日を生
きるヒントになる１冊。

一生モノの知恵袋
　増田綾子編集 / 主婦の友社

　「家事えもん」松浦さんの家事のコツ。
風邪や身体の不調の家庭療法。手作りの
ボディ・スキンケアなど料理・掃除・住
まい・健康・美容など身近なもので今す
ぐ簡単にできる、暮らしのコツと裏ワザ
737を紹介。

ゆきがふるまえに
かじりみな子作 / 偕成社

　山で暮らすうさぎのラビッタちゃん。
冬支度で忙しいママに頼まれて町へおつ
かいに行くことに。すっかり疲れてちょっ
と休憩のはずが…。初めてのおつかいの
どきどきわくわくと冬支度を美しい絵と
おはなしで描いた絵本。

十二支のおもちつき
すとうあさえ作・早川純子絵 / 童心社

　正直者の貧しいおじいさんとおばあさ
んのもとへやってきたお腹を空かせたネ
ズミに二人はなけなしのもち米をわけて
あげました。すると次の日たくさんの仲
間がもちつきの手伝いにやってきて…。
楽しい十二支のおはなし。

TEL（0796）82-5251

おはなし会　　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。
お子さんと一緒に参加しませんか。
◆1月14日（土）　午後2時～
　『ゆきみちさんぽ』 他
大人が集うおはなし会　   　

「一月一日」・「七福神」などお正月の
唄や詩など何でも参加者で楽しみま
しょう。どなたでもお気軽に参加し
てください。
◆1月6日（金）　午前10時30分～

休館日のお知らせ 　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時

蔵書点検による休館   　   　
1月23日～ 2月2日の間、蔵書点検の
ため休館とします。（移動図書館車は
通常どおり運行します。）
◆休館に伴い、1月22日（日）まで貸出
　し冊数を10冊に増やします。

1 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

2 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

は休館日
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リ
の
熊
野
詣

で
」
い
う
言
葉

を
思
い
出
し
ま

し
た
が
、
そ
の

よ
う
な
言
葉
で

は
表
せ
な
い
ほ

ど
の
参
詣
者
で

し
た
。
い
た
る
と
こ
ろ
に
先
人
の
顕
彰

碑
や
施
設
が
あ
り
、
歴
史
の
重
み
を
感

じ
ま
し
た
。
山
頂
か
ら
の
景
観
は
中
国

全
土
を
見
渡
す
よ
う
な
絶
景
で
し
た
。

　

こ
こ
は
１
９
８
７
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
遺
産
（
複
合
遺
産
）
に
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
に

認
定
さ
れ
る
こ
と

で
、
よ
り
一
層
、

観
光
に
活
か
そ
う

と
い
う
意
気
込
み

を
感
じ
ま
し
た
。

　

泰
山
は
、
中
国
山
東
省
泰
安
市
に
あ

る
１
５
４
５
ｍ
の
山
で
、
中
国
の
歴
代

の
王
が
天
と
地
に
王
の
即
位
を
知
ら
せ

る
封
禅
の
儀
式
を
行
な
う
山
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
山
は
道
教
の
聖

地
で
あ
る
五
つ
の
山
（
五
岳
）
の
一
つ

で
、も
っ
と
も
尊
い
と
さ
れ
る
山
で
す
。

　

山
頂
ま
で
の
登
山
道
は
一
直
線
に
石

段
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
中

腹
ま
で
は
バ
ス
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
そ

こ
か
ら
上

は
急
傾

斜
と
な

り
、
南
大

門
か
ら
の
最
後
の
石
段
は
70
度
ぐ
ら
い

の
傾
斜
が
あ
り
、
徒
歩
で
３
時
間
は
か

か
り
ま
す
。
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
た

２
０
０
９
年
8
月
に
登
っ
た
時
、「
ア

第
３
回
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
大
会

泰た
い

山ざ
ん

ジ
オ
パ
ー
ク

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう
　 シリーズ 80

　

平
成
28
年
9
月
現
在
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
は
33
ヶ
国
・
１
２
０
ヶ
所
、

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
は
43
ヶ
所
と
な
り

ま
し
た
。
各
地
の
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ

い
て
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の

谷
本
勇
館
長
が
紹
介
し
ま
す
。

▲南大門まで続く参道

▲第３回世界ジオパーク大会 ▲最古の片麻岩の河床

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
２
０
７
０
（
直
通
）

　

サ
ー
バ
型
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
場

合
、
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た
番
号
な
ど

を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
は
、
購
入
し
た

価
値
を
相
手
に
全
て
渡
し
た
こ
と
と
同

じ
で
す
。
後
に
な
っ
て
騙
さ
れ
た
と
気

付
い
て
も
、
渡
し
た
価
値
を
取
り
戻
す

こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。

■
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

覚
え
の
な
い
請
求
メ
ー
ル
等
が
送
ら

れ
て
き
て
も
返
信
や
連
絡
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
業
者
へ
連
絡
を
取
る
こ
と

で
、
個
人
情
報
を
教
え
て
し
ま
う
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

他
人
か
ら
指
示
さ
れ
て
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
を
購
入
し
た
り
、
カ
ー
ド
番
号

を
伝
え
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
買
っ
て
」
は
詐
欺
!!

◆
Ｂ
さ
ん
（
30
歳
男
性
）

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
「
コ
ン
テ
ン
ツ

登
録
料
が
未
納
に
な
っ
て
い
る
。
今
日

中
に
連
絡
が
な
い
場
合
は
裁
判
に
な

る
」
と
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
利
用
し
た

覚
え
は
な
か
っ
た
が
、
裁
判
に
な
る
と

困
る
と
思
い
連
絡
先
に
電
話
を
か
け
る

と
「
今
日
中
に
支
払
え
ば
裁
判
に
な
ら

な
い
。
コ
ン
ビ

ニ
で
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
を
買

い
、
カ
ー
ド
に

記
載
の
番
号
を

連
絡
す
る
よ
う

に
」
と
言
わ
れ
た
。

■
番
号
を
教
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
！

　

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
は
、
大
き
く
２

種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
１
つ
は
、
商

品
券
や
磁
気
カ
ー
ド
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の

よ
う
に
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
自
体
に
価

値
が
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
。
も
う
１

つ
は
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
価
値
が

カ
ー
ド
自
体
で
は
な
く
カ
ー
ド
会
社
の

管
理
す
る
サ
ー
バ
に
記
録
さ
れ
て
い
る

「
サ
ー
バ
型
」
で
す
。
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　12 月 3 日、百歳を迎えられて中井好惠さん（丹土）
に岡本町長、社会福祉協議会やすこやかクラブの代表が
祝品を届けました。
　中井さんは、現在特別養護老人ホーム「やすらぎの里」

（湯）に入所されていますが、それまでは、畑仕事や散
歩が日課で、俳句を作ったり、テレビや新聞をみること
が好きだったそうです。
　長生きの秘訣は食事。今でも食欲旺盛で、好き嫌いな
く何でも食べるということです。

サンタさんからプレゼント

百歳おめでとうございます

　12月11日、但馬牧場公園で「ちょっと早めのクリスマ
ス」を開催し、14組55名が参加。ケーキ作りでは親子で
奮闘、ゲーム大会では参加者同士のふれあいが図られ、
楽しい時間を過ごしました。
　イベントの最後はサンタクロース。子どもたちが大き
な声で「サンタさ～ん」と呼びかけると、真っ赤な衣装の
サンタがトナカイや牛、ウサギのぬいぐるみといっしょ
に登場。プレゼントを受け取った子どもたちは「サンタ
さんありがとう」とうれしそうにお礼を言っていました。

　12 月 4 日、「年忘れ夢ホール寄席」を行い、テレビ
などでお馴染みの桂吉弥さんなどが出演しました。
　吉弥さんが最初に披露したのは「時うどん」。うどん
代をごまかそうとする主人公をおもしろおかしく表現し
ました。次のネタは、上方落語の特徴である三味線のお
囃子が入った「質屋芝居」。全員が芝居好きの質屋で、
1 人が始めた芝居に 2 人、3 人と加わっていくお話。
　350 人が来場した夢ホールは、公演の 2 時間笑いが
絶えませんでした。

古典落語の魅力を楽しむ

広報しんおんせん（1月号）

　12 月 1 日、町民センターで「第 6 回新温泉町人権セ
ミナー」を行い、41 人が受講しました。
　今回は、「いのちの力を育む子育て」と題し、「子育て
保健室」代表の鎌田美由紀さん（久斗山）が講演。体と
心の関係、言葉や文字の持つ力、自分の感情を受け入れ
る「心」が周りの見え方を変えることを語りました。
　今年度の人権セミナーは今回が最終回。6 回
のセミナーを通じ延べ 619 人が受講し、人権意
識を高めました。

「心」の持ち方が大切

H29（2017）.1.1
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　11 月 26 日、浜坂多目的集会施設で、194 人が参加
して「新温泉町青少年育成町民大会」が行われました。
　実践発表では、温泉小学校、浜坂中学校、浜坂高校、
浜坂上地区青少年育成推進協議会の 4 団体が、それぞ
れの活動を紹介しました。
　記念講演では、慶應義塾大学准教授の山内賢さんが、

「子どもとのコミュニケーションが子どもの成
長に影響。大人には子どもを育てるためのコミ
ュニケーション能力が必要」と語りました。

子どもたちの健全な成長を願う

かわいい人形と楽しいお話

まちの話題すけっちしんおんせ
ん

すけっちしんおんせ
ん

広報しんおんせん（1月号）

　11 月 23 日、町民センターで「第 2 回ガーデニング
教室」を開催。12 人が参加し、「秋から春に向けて」を
テーマに寄せ植えを作りました。
　講師は杉本りつゑさん（浜坂）が務め、サンゴミツキ
やクレスト、シクラメンやチェッカーベリーを寄せ植え、
それぞれの手入れの仕方なども学びました。
　サンゴミツキは、春に葉をつけ、秋にはその葉が紅葉
するそうです。完成品をそれぞれ自宅に持ち帰り、玄関
や出窓に飾るということです。　

花・草・木に触れて

　11 月 27 日、照来小学校体育館で、町として初めて
避難所開設・運営を中心とした防災訓練を行い、町職員
や温泉地域の区長など約 130 人が参加しました。
　豪雨災害の発生で避難所に住民が詰めかけてきた想定
の訓練では、県教委の教職員でつくる震災・学校支援チー
ム（EARTH）の指導を受けながら、要援護者などに扮
した避難者役と避難所運営役とに分かれた参加
者が避難所開設を体験。開設時の留意点や避難
者への対応の仕方などを学びました。

　11 月 27 日、夢ホールで人形劇団プークによる人形
劇があり、親子連れなど約 130 人が来場しました。
　前半は「霧と風から聞いた話」。山菜取りに山へ入っ
た「嘉十」が、森の霧から聞いた、白く光る物体に大騒
ぎするアリンコ達のお話と、山の風から聞いた、鹿たち
と風に舞う手ぬぐいのお話。
　後半は「うかれバイオリン」。「トム」が旅の途中に老
人からもらったバイオリンを弾くと誰でもうかれて踊り
だすお話。

いざという時のために
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わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H29（2017）.1.1

ご
案
内

広報しんおんせん（1月号）

I N F O R M A T I O N

浜
坂
先
人
記
念
館

但
馬
の
巨
木
写
真
展

　
「
第
13
回
但
馬
の
巨
樹
・
巨
木
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」（
但
馬
巨
木
保
存
会

主
催
）
の
入
賞
作
品
な
ど
約
40
点
を
展

示
し
ま
す
。

▼
と
き　

1
月
7
日（
土
）～
15
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
5
時

　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

　

※
1
月
12
日
（
木
）
休
館

「
書
の
ま
ち  

新
温
泉
」　

　
　

町
民
交
流
書
道
展

　

書
道
を
志
す
町
民
（
一
般
）
の
交
流

と
親
睦
の
機
会
と
し
て
、「
第
7
回
『
書

の
ま
ち　

新
温
泉
』町
民
交
流
書
道
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
新
温
泉
町
民
で
書
道

を
愛
好
し
て
い
る
一
般
の
方
（
18
歳
以

下
を
除
く
）
の
書
作
品
約
30
点
を
展
示

し
ま
す
。

▼
と
き

　

１
月
17
日
（
火
）
～
２
月
１
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
5
時

　
（
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

　

※
毎
週
木
曜
日
は
休
館

―
と
こ
ろ
・
問
合
せ
―

　

浜
坂
先
人
記
念
館

　

℡
82
‐
４
４
９
０

夢
を
育
て
る
本
１
０
０
冊

　

読
書
を
楽
し
も
う
！
「
１
日
の
ひ
と

と
き
を
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
に
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
加
藤
文
太
郎

図
書
館
所
蔵
の
「
昆
虫
と
植
物
」
の
本

１
０
０
冊
を
展
示
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
心
を
駆
り
立
て
る
迫

力
の
あ
る
昆
虫
や
植
物
を
紹
介
し
た
本

で
す
。
壁
面
に
は
、
図
書
館
ク
イ
ズ
も

掲
示
し
て
い
ま
す
。
育
児
中
の
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
読
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

夜
が
長
く
な
っ
た
今
の
季
節
に
、
本

は
心
の
友
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
方
の

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

１
月
15
日
（
日
）
ま
で

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
　

　

℡
93
‐
０
８
８
８

竹
下
景
子 

詩
の
朗
読
と

コ
ン
サ
ー
ト

　

日
本
で
は
近
年
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
、
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
、
鳥

取
県
中
部
地
震
や
地
球
温
暖
化
に
よ
る

巨
大
台
風
、
異
常
気
象
に
よ
る
水
害
等

の
自
然
災
害
や
放
射
能
汚
染
が
起
こ
り

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
は
、未
だ
、

災
害
に
よ
る
心
の
傷
を
抱
え
た
ま
ま
の

方
も
多
く
、
日
常
生
活
を
取
り
戻
す
た

め
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
女
優
の
竹
下
景
子
さ
ん
の
協

力
の
も
と
、
災
害
関
連
の
詩
の
朗
読
と

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
震

災
・
災
害
の
記
憶
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

▼
と
き　

１
月
29
日
（
日
）

　

午
後
１
時
開
演
（
0
時
30
分
開
場
）

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
出
演
者　

竹
下
景
子
、金
関
環（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
）、宮
川
真
由
美
（
ピ

ア
ニ
ス
ト
）　

他

▼
入
場
料　

大
人
８
０
０
円
（
当
日
券

は
１
０
０
０
円
）

※
夢
ホ
ー
ル
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
販
売

※
高
校
生
以
下
は
無
料
。
た
だ
し
、
整

理
券
が
必
要
。（
町
民
課
ま
で
）

▼
そ
の
他　

託
児
所
あ
り

▼
問
合
せ　

町
民
課

　

℡
82
‐
５
６
２
１
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お
知
ら
せ

月　　日 医 師 名 専門分野 午後の休診
1月   4日（水）～         6日（金） 美内　慎也 耳

10日（火）～      11日（水） 桂　　弘和 耳
12日（木）～      13日（金） 松田　麻里子 －
17日（火）～      20日（金） 都築　建三 鼻
24日（火）～      27日（金） 宇和　伸浩 腫瘍
31日（火）～  2月1日（水） 佐川　公介 腫瘍

高齢者生きがい活動支援通所事業
―1 月の予定―

浜坂地域 温泉地域
浜坂温泉保養荘 社会福祉協議会

℡ 82-3645 ℡ 92-2572

10日（火） 今岡金屋

12日（木） 内山、越坂、宮脇、
千原、千谷

17日（火） 飯野

19日（木） 塩山

23日（月）

居組、新市、古市、栃谷、
用土、田君、和田、田井、
久斗山、境、大味、藤尾、
高末、正法庵、辺地、福富、
清富

24日（火）
対田、三尾、赤崎、釜屋、
指 杭、 浜 坂 全 域、 芦 屋、
三谷、二日市、久谷

鐘尾

25日（水）諸寄、戸田、奥町、七釜 

26日（木） 青下、むつみ会

31日（火） 湯 1・2・3、井土

公立浜坂病院からのお知らせ
公立浜坂病院　℡ 82-1611  1 月耳鼻咽喉科担当医表

◆兵庫医科大学耳鼻咽喉科の先生方です。変更がある場合はご了承ください。

移
動
図
書
館
車
の
運
行

　

１
月
～
３
月
、
降
雪
な
ど
に
影
響
を

考
慮
し
、
移
動
図
書
館
車
の
温
泉
地
域

巡
回
コ
ー
ス
の
一
部
を
変
更
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
82
‐
５
２
５
１

◆第４金曜日（岸田～千谷方面）が一部変更

時間 対象地域 停車場所

午後 1 時 40 分
～ 1 時 55 分

青下・岸田・田
中・霧滝・石橋

上山高原ふる
さと館

午後 2 時 5 分
～ 2 時 20 分

前・海上 前バス停付近

午後 2 時 30 分
～ 2 時 45 分

内山・越坂・千
谷・宮脇

八 田 コ ミ ュ ニ
ティセンター

暮
ら
し
と
仕
事
の
相
談
会

　

暮
ら
し
や
仕
事
の
悩
み
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ
・
と
き

◇
浜
坂
地
域

　

サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂

　

1
月
17
日
（
火
）
午
後
１
時
～
４
時

◇
温
泉
地
域

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

す
こ
や
か
～
に

　

1
月
24
日
（
火
）
午
後
１
時
～
４
時

▼
相
談
費
用　

無
料

小
児
科
外
来
休
診
の　

お
知
ら
せ

　

公
立
浜
坂
病
院
の
小
児
科
外
来
は
、

12
月
28
日
（
水
）
の
診
察
を
休
診
し
ま

す
。

▼
問
合
せ　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
82
‐
１
６
１
１

▼
予
約
・
問
合
せ　

ひ
ょ
う
ご
暮
ら
し

　

と
仕
事
の
よ
り
そ
い
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
９
0
）
７
８
８
０
‐
４
４
０
７

七
釜
温
泉
ゆ
～
ら
く
館

新
春
お
年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

１
月
1
日
～
３
日
の
３
日
間
、
入
浴

さ
れ
た
方
（
２
歳
以
上
）
全
員
に
く
じ

を
引
い
て
い
た
だ
き
、
当
た
り
が
出
た

ら
無
料
入
浴
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ

　

七
釜
温
泉
ゆ
ー
ら
く
館

　

℡
83
‐
１
５
２
６
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子育てランド（1 月）

広報しんおんせん（1月号）

H29（2017）.1.1

※浜坂子育て支援センターの「わくわくひろば」は未登録の方や妊婦の方にもご利用いただけます。
※ゆめっこ認定こども園子育て支援部は、妊婦の方にもご利用いただけます。
※登録は随時受け付けています。
※都合により日程を変更することがあります。

浜坂子育て支援センター　℡ 82-4152 ゆめっこ認定こども園　子育て支援部   ℡ 92-1095
利用時間 午前 9 時～ 11 時 30 分、午後 1 時～ 3 時 午前 9 時～ 11 時 30 分、午後 1 時～ 3 時

期　日 行事予定 午後 行事予定 午後

  4 日（水）わくわくひろば 大きくなったかな 休

  5 日（木）わくわくひろば お正月あそび（～ 13 日）、のびのびリズム 午前 11 時 15 分～

  6 日（金）わくわくひろば みんなで楽しく遊びましょう

10 日（火）ぶんちゃんのお話し講座（子育て支援センター） みんなで楽しく遊びましょう

11 日（水）わくわくひろば お話の会「紙ふうせん」　午前 10 時 30 分～

12 日（木）わくわくひろば のびのびリズム　午前 11 時 15 分～

13 日（金）１・２歳児ひろば　※要予約 みんなで楽しく遊びましょう

16 日（月）お孫さんといっしょに　※要予約　わくわくひろば みんなで楽しく遊びましょう

17 日（火）わくわくひろば みんなで楽しく遊びましょう

18 日（水）小豆雑煮で鏡開き　※要予約 休 みんなで楽しく遊びましょう

19 日（木）わくわくひろば のびのびリズム　午前 11 時 15 分～

20 日（金）わくわくひろば みんなで楽しく遊びましょう 休

23 日（月）わくわくひろば 節分の豆いれ作り（１回目）

24 日（火）０歳児ひろば　※要予約 節分の豆いれ作り（２回目）

25 日（水）わくわくひろば お話の会「紙ふうせん」　午前 10 時 30 分～

26 日（木）わくわくひろば のびのびリズム　午前 11 時 15 分～

27 日（金）子育て講座　※要予約 みんなで楽しく遊びましょう

30 日（月）わくわくひろば みんなで楽しく遊びましょう

31 日（火）わくわくひろば 休 みんなで楽しく遊びましょう

まちの子育てひろば（1月）
ひろば名 期日 場所 内容 申込期限 申込先

諸寄まちの子育てひろば 13日（金） 
午前10時～ 明星認定こども園 製作　かわいい鬼 申込不要 明星認定こども園 

℡ 82-4831

大庭まちの子育てひろば 18日（水） 
午前10時～ 大庭認定こども園 ぶんちゃんのお話しポ

ケット 申込不要 大 庭 認 定 こ ど も 園 
℡ 82-1239

いちごくらぶ 19日（木） 
午前10時～ はまさかの里 新年会 17日

（火）
い ち ご く ら ぶ 
℡ 080-8525-5093

チビッコサークル 23日（月） 
午前10時～ 諸寄基幹集落センター お正月遊び、折り紙、

絵本 申込不要 社会福祉協議会浜坂支部 
℡ 82-1071

紙ふうせん 25日（水） 
午前10時30分～ ゆめっこ認定こども園 絵本の読み聞かせ 申込不要 社会福祉協議会浜坂支部 

℡ 82-1071

 はまさかの里 年末年始とお盆を除く毎日（午前 10 時～正午、午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分）特別養
護老人ホーム「はまさかの里」1 階ロビーをまちの子育てひろばとして開放しています。

特別養護老人ホームはまさかの里
℡ 82-5533

I N F O R M A T I O N



25 広報しんおんせん（1月号）

H29（2017）.1.1

【広告】

「
新
温
泉
町
民
の
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
意
識

調
査
」
提
出
の
お
願
い

　

平
成
24
年
度
に
策
定
し
た「
第
２
次

新
温
泉
町
男
女
共
同
参
画
社
会
プ
ラ
ン

～
男
女
が
共
に
生
き
生
き
暮
ら
せ
る
社

会
を
目
指
し
て
～
」の
計
画
期
間
が
平

成
28
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
現

在
、
本
計
画
の
改
定
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
聞
き
し
、
男
女
平
等
に
関
す

る
意
識
や
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
を
次
期
プ
ラ
ン
に
反
映

さ
せ
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。
調
査

対
象
者
は
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
18
歳

以
上
の
方
の
中
か
ら
６
２
０
人
を
無
作

為
に
抽
出
し
て
い
ま
す
。
回
答
は
無
記

名
で
す
の
で
、
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
初
、
調
査
票
の
提
出
期
限
を
11
月

30
日
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
12
月
28

日（
火
）ま
で
延
長
し
ま
す
。

　

調
査
票
が
ま
だ
手
元
に
残
っ
て
い
ま

し
た
ら
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

生
涯
教
育
課

　

℡
82
‐
５
６
２
９

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ

ル
化
整
備
工
事
の
実
施

　

平
成
28
年
度
よ
り
、
防
災
行
政
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
工
事
を
計
画
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
各
地
区
に
あ
る
一
部
の

屋
外
放
送
設
備
を
対
象
に
、
パ
ン
ザ
マ

ス
ト
更
新
工
事
な
ど
を
１
月
上
旬
よ
り

順
次
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

浜
坂
地
域
は
、
栄
町
広
場
・
和
田
・

小
三
尾
・
秋
葉
台
（
新
設
）
の
屋
外
放

送
設
備
の
デ
ジ
タ
ル
化
工
事
を
実
施
。

温
泉
地
域
は
、
高
山
・
数
久
谷
・
井
土
・

今
岡
金
屋
・
仁
蓮
寺
・
熊
谷
・
桐
岡
丹

土
・
中
辻
・
千
原
・
鐘
尾
・
千
谷
・
宮

脇
・
内
山
・
石
橋
田
中
・
青
下
・
後
山
・

湯
（
新
設
）
の
屋
外
放
送
設
備
の
パ
ン

ザ
マ
ス
ト
の
更
新
工
事
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

　

屋
外
放
送
設
備
工
事
に
あ
た
り
、
試

験
放
送
な
ど
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
緊
急
放
送
な
ど
と
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
し
い
工
事
日
程
な
ど
に
つ

き
ま
し
て
は
、
決
ま
り
次
第
、
対
象
の

地
区
へ
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

町
民
課

　

℡
82
‐
５
６
２
１

ふ
る
さ
と
若
者
就
職　

フ
ェ
ア
２
０
１
７

　

但
馬
の
企
業
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る

皆
さ
ん
、
直
接
人
事
担
当
者
と
相
談
・

面
談
が
で
き
ま
す
。

▼
と
き　

1
月
27
日
（
金
）

　

午
後
2
時
～
4
時（
受
付
は
１
時
～
）

▼
と
こ
ろ

　

じ
ば
さ
ん
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ（
豊
岡
市
）

▼
対
象
者

◇
平
成
29
年
3
月
大
学
・
短
大
・
各
種

専
門
学
校
等
卒
業
予
定
者

◇
平
成
26
年
3
月
以
降
大
学
・
短
大
・

各
種
専
門
学
校
等
卒
業
の
未
就
職
者

◇
若
年
求
職
者
（
35
歳
未
満
の
方
）

▼
参
加
企
業
数　

約
20
社
（
予
定
）

※
1
月
上
旬
に
兵
庫
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※
求
人
に
応
募
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

履
歴
書
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

　

職
業
相
談
第
二
部
門

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
３
１
０
１
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I N F O R M A T I O N

広報しんおんせん（1月号）

H29（2017）.1.1

　　　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）
　　　　　　　　　生活サポートシステム　担当　池上

　買い物、病院等への外出の付添い、墓掃除、草抜き、草刈り機を
使用した草刈り、枝切り、家の内外の掃除、家具の移動、その他一人っきりでは
億劫になりがちな片付け等、心優しいおばちゃんと爽やかなイケメンスタッフが
真心こもったサービスでお手伝いいたします。料金は、一時間ごと 3,000 円、草
刈機 3,000 円、軽トラック 4,500 円（税抜）などとなります。お見積り、相談料、
交通費は無料です。≪受付時間　月～土　8：00 ～ 18：00 ≫

【広告】お任せください。安心、安全のサポート  ♥

げんちゃん
担当者直通電話

　090-4147-2916

地
産
地
消
料
理
教
室

　

地
元
で
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物
を

地
元
で
消
費
す
る「
地
産
地
消
」を
す
す

め
る
た
め
、
料
理
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
は
地
元
の
餅
、
旬
の
野
菜
等

を
使
っ
て
料
理
を
作
り
ま
す
。

▼
と
き　

１
月
19
日（
木
）午
前
10
時
～

▼
と
こ
ろ　

文
化
会
館　

調
理
室

▼
講
師　

新
温
泉
町
い
ず
み
会

▼
定
員　

15
名（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

３
０
０
円

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▼
申
込
期
限　

１
月
12
日（
木
）

▼
申
込
み　

農
林
水
産
課

　

℡
82
‐
５
６
２
６

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
29
年
４
月
入

学
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

▼
大
学
説
明
会
・
入
学
相
談
会

　

大
学
の
概
要
か
ら
学
習
方
法
、
出
願

　

書
類
の
書
き
方
ま
で
説
明
し
ま
す
。

◇
新
温
泉
町
民
セ
ン
タ
ー

　

2
月
4
日
（
土
）
午
後
1
時
～
4
時

◇
放
送
大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
鳥
取
市
役
所
駅
南
庁
舎
5
階
）

　

2
月
18
日
（
土
）、
19
日
（
日
）、

　

25
日
（
土
）、
26
日
（
日
）、

　

3
月
18
日
（
土
）、
19
日
（
日
）、

　

い
ず
れ
も
午
後
1
時
～
4
時

▼
出
願
期
限

◇
第
1
回　

2
月
28
日
（
火
）

◇
第
2
回　

3
月
20
日
（
月
）

▼
問
合
せ

　

放
送
大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
８
５
７
）
37
‐
２
３
５
１

募　

集

美
方
郡
新
春
囲
碁
将
棋
大
会

▼
と
き　

2
月
26
日
（
日
）

　

午
前
8
時
45
分
～

▼
と
こ
ろ

　

小
代
高
齢
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

小
学
生
以
上

▼
部
門

◇
囲
碁
の
部　

Ａ
級
（
4
段
以
上
）、

Ｂ
級
（
初
～
３
段
）、
Ｃ
級
（
１
級

以
下
）

◇
将
棋
の
部　

Ａ
級
（
初
段
以
上
）、

Ｂ
級
（
１
級
以
下
）、
Ｃ
級
（
小
中

学
生
）

※
将
棋
の
部
Ｃ
級
の
参
加
者
で
希
望
者

は
А
級
ま
た
は
Ｂ
級
に
参
加
可

▼
参
加
料
（
弁
当
代
等
）

　

一
般　

１
３
０
０
円

　

小
中
学
生　

６
０
０
円

▼
申
込
期
限　

１
月
27
日
（
金
）

▼
主
催　

美
方
郡
新
春
囲
碁
将
棋
大
会    

　

実
行
委
員
会

▼
問
合
せ

▪
浜
坂
公
民
館　

℡
82
‐
４
３
３
９

▪
温
泉
公
民
館　

℡
92
‐
１
８
７
０
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1 月の各種相談
行
政
相
談

日 時　間 場　所 問合せ

4日（水）
午前9時～ 11時30分

町民センター 温泉総合支所　地域振興課
　TEL 92-1131㈹

18日（水） サンシーホール浜坂 総務課　総務係
　TEL 82-3111

人
権
相
談

日 時　間 場　所 問合せ

4日（水）午前9時～ 11時30分
文化会館 総務課　総務係

　TEL 82-3111町民センター

心
配
ご
と
相
談

日 時　間 場　所 問合せ
毎週月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分
※10月からいつでも相談を受けら
　れる体制に変更しました。

社会福祉協議会  浜坂支部（二日市） 社会福祉協議会　本部
　TEL 92-1866保健福祉センター  すこやか～に

身
障
相
談

日 時　間 場　所 問合せ

18日（水）
午後1時30分～ 3時30分

保健福祉センター  すこやか～に 健康福祉課　福祉係
　TEL 82-562019日（木） 社会福祉協議会  浜坂支部（二日市）

1 月の行事予定

法
律
相
談

日 時　間 場　所 問合せ（予約）

14日（土）
午後1時～ 4時 浜坂多目的集会施設 兵庫県司法書士会但馬支部

TEL（0796）23-8011
※相談会受付専用（平日のみ）司法書士による無料法律相談　※予約制（相談日の2日前の午後5時までに予約）

　　　　※相談場所が２会場あるものは、都合のよい会場（相談日）を利用ください。

日 時　　間 行　事　名 会　　場 担 当 課
1日（日） ゆ～らく館新春くじ引き（～ 3日） 七釜温泉ゆ～らく館 商工観光課
7日（土）午前9時～午後5時 但馬の巨木写真展（～ 15日） 浜坂先人記念館 生涯教育課

午前9時～ 青少年新春かるた大会 夢ホール 生涯教育課
午前10時～ スキー教室（第１回） 県立但馬牧場公園 牧場公園課

8日（日）午後1時～ 新温泉町成人式 夢ホール 生涯教育課
午前10時30分～ ぜんざいのふるまい 県立但馬牧場公園 牧場公園課

10日（火）午前8時30分～ 9時 トレー・牛乳パック回収日 新温泉町商工会本所 町民課
12日（木）午前8時～正午 浜坂温泉排泥 浜坂地区 上下水道課
14日（土）午前9時～午後5時 町子ども会年賀はがきコンクール展（～ 18日）浜坂多目的集会施設 生涯教育課

午前10時～ スキー教室（第２回） 県立但馬牧場公園 牧場公園課
午前7時30分～ 9時 味原川清掃作業 県道白川橋下流付近 建設課

15日（日）午前10時～ 雪上運動会 県立但馬牧場公園 牧場公園課
17日（火）午前9時～午後5時 第4回書のまち新温泉  町民交流書道展（～ 2/1） 浜坂先人記念館 生涯教育課
18日（水）午前9時～ とちのみ学園定例講座 夢ホールほか 生涯教育課
19日（木）午前9時30分～ 宇都野学園大学院講座 浜坂多目的集会施設 生涯教育課

午前10時～ 地産地消料理教室 文化会館 農林水産課
21日（土）午前10時～ スキー教室（第３回） 県立但馬牧場公園 牧場公園課

22日（日）午前8時30分～ 町子ども会交流卓球大会 健康公園体育館 生涯教育課町子ども会年賀はがきコンクール展
午前9時～ かんじきづくりと鳴滝ハイキング 上山高原ふるさと館 商工観光課

28日（土）午前9時～午後5時 新温泉町新春書き初め展（～ 2/1） 浜坂多目的集会施設 生涯教育課
午前10時～ スキー教室（第４回） 県立但馬牧場公園 牧場公園課
午前10時30分～、午後1時30分～ クラフト体験 県立但馬牧場公園 牧場公園課 

29日（日）午前9時30分～ 雪像コンテスト 県立但馬牧場公園 牧場公園課
午後1時～ 竹下景子　詩の朗読とコンサート 夢ホール 町民課
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新温泉町中小企業融資利子補給金

広報しんおんせん（1月号）

1 月号
vol.136

住　所 氏　　名 年齢 死亡日

H29（2017）.1.1

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

11 月 16 日～ 12 月 8 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

町   県   民   税    第 4 期
国民健康保険税第 5 期

納期限 1 月 31 日（火）
最寄りの金融機関で納めましょう。
口座振替をご利用の方は、残額の確認を
お願いします。　税務課　℡ 82-3113

　中小企業の経営支援のため、金融機関から一
定の事業資金の融資を受けた場合に町が利息の
一部を助成します。申請を受付ますのでお早め
に手続きをしてください。

▼対象　平成 25 年 4 月以降に融資を受けた方
　（過去に利子補給金を３回受けた方は除く）
▼対象となる融資
　新温泉町中小企業振興資金及び小規模事

業者経営改善資金（マル経融資）
▼助成額　平成 28 年 1 月 1 日～ 12 月 31 日

までに支払った支払利息の 1/2 以内（新
温泉町特定創業支援事業の支援を受けた
証明書をお持ちの方は 3/4 以内）

▼申請期間　1 月 4 日（水）～ 2 月 28 日（火）
▼申請方法　必要書類を商工会経由で町へ提出
※申請様式は、商工観光課、温泉総合支所

地域振興課で交付、または町ホームペー
ジからダウンロードできます。

▼問合せ　商工観光課　℡ 82-5625
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住 所 氏　　名 保護者 出生日

うぶごえ

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

たばこは町内で買いましょう！
　たばこ税（国たばこ税、たばこ特別税、
県たばこ税、町たばこ税、消費税）は、購
入するたばこの代金に含まれており、町た
ばこ税は、購入した販売店の所在する町の
収入になります。
　たばこの購入は、是非、町内の販売店で
お願いします。
◇町たばこ税（平成 27 年度収入約 7,835

万円）は、町づくりの貴重な財源として

活用しています。

◇喫煙者の皆さんには引き続き、喫煙マ

ナーの向上にご協力をお願いします。

▼問合せ　税務課　課税係　℡82-3113


